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Ⅲ　区分別実施状況

(１)パブリックコメント手続

1
災害時要配慮者支援計
画の修正

災害対策基本法の改正等に対応するため、災害時要配慮者支援
計画を修正した。

5～6月 2 7
総務局
危機管理課

2 地域防災計画の修正
避難勧告等の判断基準及び雪害対策の見直し等を行うため、本
市の防災に関した内容を定めている地域防災計画を修正した。

2～3月 0 0
総務局
危機管理課

3
個人情報保護条例の一
部改正

番号法の趣旨を踏まえ特定個人情報等の保護に関し必要な措置
を定めるため、個人情報保護条例の一部を改正した。

3～4月 1 5
総務局
政策法務課
市政情報室

4
行政手続条例の一部改
正

行政運営における公正の確保と透明性の向上を図るため、行政
手続条例の一部を改正した。

12～1月 1 1
総務局
政策法務課

5
指定管理者制度運用ガ
イドラインの策定

指定管理者制度のより適切な運用を図るため、指定管理者制度
運用ガイドラインを策定した。

2～3月 1 3
総務局
業務改革推進課

6
行政改革推進指針の策
定

今後より強力に行政改革を推進するため、行政改革推進指針を
策定した。

2～3月 0 0
総務局
業務改革推進課

7
新基本計画に基づく第
２次実施計画の策定

新基本計画に基づく、平成27年度から平成29年度の3年間に実施
する具体的な事業を示すため、第2次実施計画を策定した。

2～3月 11 55
総合政策局
政策企画課

　市民の豊かな知識や社会経験を市政に生かすため、市の施策に対し市民が意見や提案をする手続です。

　市の重要な施策を決定する際に、施策案を公表して広く市民の意見を募集し、提出された意見を考慮して施策を決定するとと
もに、意見に対する市の考え方を公表する手続です。

番
号

項　目
実施時期

（意見募集）

１　市民参加の取組み

概　　　要 所管課
意見提出者数

（人）
意見数
（件）
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番
号

項　目
実施時期

（意見募集）
概　　　要 所管課

意見提出者数
（人）

意見数
（件）

8
公共施設見直し方針の
策定

資産経営の取り組みを進めるため、公共施設の見直しの考え方
や方向性を定める、公共施設見直し方針を策定した。

4～5月 5 20
財政局
資産経営課

9
新庁舎整備に関する基
本構想の策定

本庁舎整備を推進するため、基本構想を策定した。 10～11月 41 105
財政局
管財課

10
第3次地域防犯計画の
策定

犯罪のない安全で安心なまちづくりに向けた取り組みを示すた
め、第3次地域防犯計画を策定した。

2～3月 4 9
市民局
地域安全課

11

第3期地域福祉計画の
策定
（支え合いのまち千葉
推進計画）

市民と行政の協働により、地域で支え合う仕組みづくりを推進
するため、社会福祉法に基づく第3期地域福祉計画を策定した。

2～3月 1 1
保健福祉局
地域福祉課

12 自殺対策計画の改定
国の自殺総合対策大綱の見直しに伴い、自殺対策計画を改定し
た。

12～1月 1 1
保健福祉局
地域福祉課

13
第2次千葉市食育推進
計画の策定

食育に関する施策を総合的・計画的に推進するため、市民や行
政、関係機関・団体等が連携して取り組むための推進計画を策
定した。

4～5月 2 7
保健福祉局
健康支援課

14
平成27年度食品衛生監
視指導計画の策定

平成27年度における食品営業施設等の監視指導及び食品の試験
検査等を定める指導計画を策定した。

1～2月 1 9
保健福祉局
生活衛生課

15
高齢者保健福祉推進計
画（介護保険事業計画）
の策定

地域包括ケアシステムの構築・強化を図り、介護保険事業の適
切かつ円滑な運営と各種保健福祉施策を推進するため、高齢者
保健福祉推進計画（介護保険事業計画）を策定した。

12～1月 10 33
保健福祉局
高齢福祉課
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番
号

項　目
実施時期

（意見募集）
概　　　要 所管課

意見提出者数
（人）

意見数
（件）

16

介護保険サービスの人
員、設備等に関する基
準を定める条例等の制
定及び一部改正

第3次地域主権一括法の制定に伴う介護保険法の一部改正に対応
するため、千葉市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準を定める条例を制定し、また、当該条例の制定に合
わせて、千葉市指定居宅サービス等の事業の人員、設備及び運
営に関する基準を定める条例等の一部を改正した。

12～1月 3 6
保健福祉局
介護保険課

17
第3次障害者計画及び
第4期障害福祉計画の
策定

障害者が地域において自立した生活を送ることを目指し、障害
者施策を総合的に推進するため、障害者基本法に基づく第3次障
害者計画及び障害者総合支援法に基づく第4期障害福祉計画を策
定した。

1～2月 3 6
保健福祉局
障害者自立支援課

18 こどもプランの策定
平成27年度以降のすべての子どもと子育て家庭への支援等を体
系的・総合的に推進するため、こどもプランを策定した。

1～2月 11 44
こども未来局
こども企画課

19
子ども・子育て支援法
等に基づく条例の制定

幼児期の学校教育や保育、地域の子育て支援の量の拡充や質の
向上を目指す「子ども・子育て支援新制度」の施行に対応する
ため、子ども・子育て支援法等に基づく複数の条例を制定し
た。

7～8月 57 188
こども未来局
保育支援課

20
総合交通政策に基づく
第2次施策の推進計画
の策定

「総合交通政策」に基づく各施策を計画的に推進するため、
「第2次施策の推進計画」を策定した。

1～2月 4 8
都市局
交通政策課

21
火災予防条例の一部改
正

京都府福知山市の花火大会会場で発生した火災を受けて、祭
礼、縁日、花火大会その他の多数の者の集合する催しに際して
対象火気器具等を使用する露店、屋台その他これらに類するも
のを開設する場合は消防署へ届け出ることとするため、火災予
防条例を一部改正した。

4月 2 3
消防局
予防課

22
火災予防条例の一部改
正

消防長又は消防署長が指定する「指定催し」について、防火担
当者の選任、火災予防上必要な業務に関する計画書の作成及び
提出などを義務付けるため、火災予防条例を一部改正した。

6月 0 0
消防局
予防課

23
火災予防条例の一部改
正

立入検査等において、自動火災報知設備等が設置されていない
といった消防法令違反が発覚した場合に、建物の所在地、違反
内容等をインターネット等で公表するため、火災予防条例及び
規則の一部を改正した。

7月 0 0
消防局
予防課
査察対策室
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番
号

項　目
実施時期

（意見募集）
概　　　要 所管課

意見提出者数
（人）

意見数
（件）

24
市立病院改革プランの
策定

安全安心な医療を提供するとともに、健全な病院経営を確立
し、市立病院を持続・発展していくため、病院改革プラン（第3
期：平成27～29年度）を策定した。

2～3月 5 8
病院局
経営企画課

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・都市計画マスタープランの策定
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(２)公募委員を含む附属機関

1
情報公開・個人情
報保護審議会

情報公開の推進及び個人情報の保護を図るため、個人情報の保護に関
する重要事項等について調査審議した。
（委員10人中2人が公募委員）

7月
2月
3月

3 10 2
総務局
政策法務課
市政情報室

2
資産経営推進委員
会

資産の総合評価など、資産経営の取組みについて調査審議した。
（委員8人中2人が公募委員）

8月
10月
12月
1月

4 8 2
財政局
資産経営課

3
本庁舎整備検討委
員会

基本構想・基本計画など本庁舎整備に関する事項について、調査審議
した。
（委員12人中2人が公募委員）

7～3月 8 12 2
財政局
管財課

4
市民参加協働推進
会議

本市の市民参加・協働を推進するため、市民参加・協働実施計画の策
定及び実施状況に関する事項、その他本市の市民参加及び協働に関す
る施策について調査審議した。
(委員10人中2人が公募委員）

8月
3月

2 10 2
市民局
市民自治推進課

5 文化芸術振興会議
本市の文化振興のため、文化行政施策や文化芸術振興計画等について
審議した。
(委員10人中2人が公募委員)

6月
11月
3月

3 10 2
市民局
文化振興課

6
スポーツ推進審議
会

スポーツ基本法に基づき、スポーツの推進に関する取組みや、スポー
ツ振興計画の進捗状況等について審議した。
(委員10人中1人が公募委員)

7月
2月

2 10 1
市民局
スポーツ振興課

7
男女共同参画審議
会

男女共同参画社会の実現を目指し、男女共同参画社会の形成に向けた
取組みや新ハーモニープラン（後期計画）の進捗状況等について審議
した。
(委員15人中2人が公募委員）

5月
12月

2 15 2
市民局
男女共同参画課

実施
時期

所管課概　　　要
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

　附属機関とは、法律や条例に基づいて設置する審議会などをいいます。公募による市民が委員に加わる附属機関において施策の
調査、審議等を行うことを市民参加手続として捉えています。

番
号

項　目
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実施
時期

所管課概　　　要
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

番
号

項　目

8 消費生活審議会
本市の消費者施策を推進するため、市民の消費生活の安定と向上に関
する重要な事項について調査審議した。
(委員15人中1名が公募委員)

7月
3月

2 15 1
市民局
消費生活センター

9
健康づくり推進協
議会

市民の健康づくりの総合的かつ効果的な推進を図るため、健康づくり
のための事業の推進や環境整備等について審議した。
（委員31人中4人が公募委員）

8月 2 31 4
保健福祉局
健康支援課

10
国民健康保険運営
協議会

国民健康保険法に基づき、国民健康保険事業の運営に関する重要事項
について審議した。
(委員18人中4人が公募委員)

8月
2月

2 18 4
保健福祉局
健康保険課

11
福祉有償運送運営
協議会

道路運送法に基づく福祉有償運送について、千葉市における運送の必
要性や課題、利用者の安全と利便の確保に係る方策等を審議した。
(委員7人中2人が公募委員)

5月
7月
2月

3 7 2
保健福祉局
高齢福祉課

12 子ども・子育て会議

子ども・子育て支援法に基づき、平成27年4月施行の「子ども・子育て
支援新制度」に係る事業計画の策定、給付対象施設の利用定員の設定
等について調査審議した。
（委員18人中4人が公募委員）

5～3月 7 18 4
こども未来局
こども企画課

13 環境審議会

本市の環境関連施策を推進するため、環境基本計画の点検・評価など
環境の保全及び創造について基本的事項を調査審議した。
（委員25人中2人が公募委員）

11月 1 25 2 環境局
環境総務課

14
廃棄物減量等推進
審議会

廃棄物の減量及び適正処理を推進するため、一般廃棄物（ごみ）処理
基本計画の進捗状況や実施施策等について審議した。
（委員20人中2人が公募委員）

8月
10月

2 20 2
環境局
廃棄物対策課

15
千葉競輪場開催業
務等包括委託審査
委員会

千葉競輪の経営改善のため、包括委託事業の募集・選定・企画提案書
の審査及び評価等を審議した。（委員5人中3人が公募委員）

7月
10月
1月
3月

4 5 3
経済農政局
公営事業事務所

7



8

実施
時期

所管課概　　　要
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

番
号

項　目

16 都市計画審議会
都市計画法に基づき、本市が決定する都市計画及び県が決定する都市
計画に対する本市の意見等について調査審議した。
（委員23人中3人が公募委員）

7月
11月
2月

3 23 3
都市局
都市計画課

17 景観総合審議会
都市景観形成を適切に誘導するため、屋外広告物条例改正に関する事
項について調査審議した。
（委員14人中2人が公募委員）

6月
11月

2 14 2
都市局
都市計画課
都市景観デザイン室

18 住宅政策審議会

居住水準の向上及び住環境の整備、公的住宅の供給及び管理の在り
方、民間住宅に係る施策の在り方等の住宅政策に関する重要事項につ
いて調査審議した。
（委員20人中2人が公募委員）

11月
1月

2 20 2
都市局
住宅政策課

19
自転車等駐車対策
協議会

公共の場所における自転車等の放置を防止し、市民の生活環境の保全
と都市機能の維持を図るため、自転車等の駐車対策に関する重要事項
について調査審議した。
（委員17人中1人が公募委員）

3月 1 17 1
建設局
自転車対策課

20
下水道事業経営委
員会

下水道事業の健全な経営基盤の確立を図るため、下水道事業中長期経
営計画に基づく事業の執行について評価・検証を行った。
（委員10人中3人が公募委員）

10月
3月

2 10 3
建設局
下水道経営課

21 病院運営委員会
青葉病院及び海浜病院の円滑な運営を図るため、病院の運営及び改革
に関する事項や地域医療連携に関する事項などについて審議した。
（委員11人中2人が公募委員）

1月 1 11 2
病院局
経営企画課

22
緑区公民館運営審
議会

公民館の運営や各種事業の実施について市民等の意見を反映させるた
め、区内公民館の利用状況や事業計画・報告等について審議した。
（委員10人中1人が公募委員）

6月
3月

2 10 1
教育委員会
誉田公民館

23 博物館協議会
博物館法に基づき、館長の諮問に応じるとともに、博物館の運営や事
業実施について審議した。
（委員10人中1人が公募委員)

10月
3月

2 10 1
教育委員会
郷土博物館
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実施
時期

所管課概　　　要
開催回数
（回）

委員数
（人）

うち公募
委員数
（人）

番
号

項　目

24 図書館協議会

図書館運営及び図書館奉仕について市民等の意見を反映させるため、
事業計画や事業報告等について協議するとともに、「千葉市図書館
サービスプラン2010」に基づく第三者評価を行った。
（委員10人中2人が公募委員）

6月
7月
3月

3 10 2
教育委員会
中央図書館管理課

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・国民保護協議会

9



10

(３)ワークショップ

1
こども・若者の力ワーク
ショップ

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、子どもを取り巻く
様々な課題について検討した。
構成員：市内の小学校5年生～高校生、市職員

8～3月 14 延べ154
こども未来局
こども企画課

2 こども・若者の選挙運営

こども・若者の選挙への関心や社会参加への意識を高めるため、こども・若
者が、実現させたい施策の提案、選挙運営、選ばれた施策を実現することに
ついて検討を行った。
構成員：市立高校2校の高校生

5～3月 25 2,174
こども未来局
こども企画課

3
海辺のグランドデザイン
ワークショップ

稲毛・幕張海浜エリアを魅力的で活気あふれるエリアとするため、20年、30
年先を見据えた将来像を示す海辺のグランドデザインを策定するにあたり、
将来像及びその実現に向けた取組みについて検討した。
構成員:公募市民:12名、対象エリア内のまちづくり活動団体:12名　合計:24
名

12～1月 3 延べ58
都市局
都市総務課
海辺活性化推進室

4
こてはし台調整池水辺づ
くり協議会

こてはし台調整池の多目的利用の一つとして、市民に親しめる水辺にするた
め、維持管理等について検討した。
構成員：周辺町内自治会長・副会長・元役員、エコリーダー、地元小学校
長、千葉大学教授等及び市職員、計40人

8月
3月

2 延べ47
建設局
下水道計画課

5
学校適正配置地元代表協
議会

子どもたちのより良い教育環境の整備と教育の質の充実を目指すため、学校
適正配置（小・中学校の統合等）について検討した。26年度は、幸町、千城
台、花見川の3地区で開催した。
構成員：町内自治会連絡協議会会長、青少年育成委員会会長、ＰＴＡ・保護
者会会長、地元自治会会長、学校評議員の代表者、20人程度

①幸町地区
4～10月
②千城台地区
6～2月
③花見川地区
7・3月

①4
②6
③2

①53
②89
③36

教育委員会
企画課

6
いなげ若者選挙プロジェ
クト2015～みんなで
VOTE!!～

学生・生徒が若者向けの選挙啓発の考え方や事例を学ぶほか、啓発活動につ
いて検討・実施した。
構成員：大学院生、大学生、高校生、計10人

2月 2 10
稲毛区
選挙管理委員会

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・せせらぎと心をいやす中溝花街道実現推進協議会

開催回数
（回）

参加者数
（人）

　市民と職員、あるいは市民同士が、議論や作業を重ねながら意見をまとめていく会合をいいます。参加者が対等な立場で自由に意見を出
し合い、お互いの考えを尊重しながら合意形成していきます。

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課

10
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(４)意見交換会

1 外国人市民懇談会
今後の国際化施策を推進するため、市内に居住する外国人市民等と
意見交換を行った。
構成員：公募による外国人市民、関係団体の日本人市民

7月
12月

2
延べ
20

総務局
国際交流課

2
千葉市の都市イメー
ジに関するグルー
プ・インタビュー

千葉市固有の都市アイデンティティ（千葉らしさ）を確立するた
め、基礎調査の一環として、本市のイメージやその元となっている
「ひと」「もの」「こと」など、千葉市らしさを表す言葉を集める
ためのグループ・インタビューを行った。
構成員：市内在住・在勤・在学者

6～7月 8 38
総合政策局
政策調整課

3
千葉市民活動支援
センター運営協議
会

利用の促進方策、事業の企画及び実施など、センターの運営をより
良くするため、登録団体に所属する市民が意見交換を行った。
構成員：センター登録団体に所属する市民

6～3月 6
延べ
52

市民局
市民自治推進課

4 市長との懇話会
地域における諸問題について解決策を検討するため、区町内自治会
連絡協議会会長等と市長が意見交換を行った。
構成員：区町内自治会連絡協議会会長、副会長、女性役員、計24人

7月
11月

2
延べ
39

市民局
市民自治推進課

5
ごみ問題検討委員
会

地域におけるごみ処理に係る諸問題について検討するため、区町内
自治会連絡協議会会長等が参加し、意見交換を行った。
構成員：各区の会長及び会長が推薦する地区町内自治会長2人、計
18人

6月
3月

2
延べ
28

市民局
市民自治推進課

6
ランチ・ミーティ
ング

市長室や市政を身近に感じてもらい、開かれた市長室を目指すとと
もに市政をより深く理解してもらうため、昼食をとりながら団体の
活動内容や市政について意見交換を行った。
構成員：市内で定期的に活動を行っている団体

毎月1回 12 93
市民局
広報広聴課

7
市長との対話会
（ツイッター版対
話会）

今後の市政運営に活かすため、全市的なテーマを設定し、市長と市
民がテーマに沿った意見交換を行った。直接対話のほか、ツイッ
ター版対話会も実施した。
構成員：市内在住・在勤・在学者

4月
10月

6
（2）

137
（105）

市民局
広報広聴課

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

参加者数
（人）

　市民と職員、あるいは市民同士が市の施策について意見を交換する手続です。また、施策に対する市民の理解を得るために行
う説明会の中で、意見の聴取や意見の交換を行うものもあります。

11
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番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

参加者数
（人）

8 市長の出前講座

市民に市政を身近に感じてもらうとともに市政をより深く理解して
もらうため、市長が市民の集会・会合等に出向き、市政に関する
テーマに沿って説明し、市民と直接対話を行った。
構成員：市内在住・在勤・在学の概ね20人以上が参加する集まり

5月
10月

8
（5月：4回）
（10月：4回）

280
市民局
広報広聴課

9 市政出前講座

市民に市政を身近に感じてもらうとともに市政をより深く理解して
もらうため、事業を所管する職員が市民の集会・会合等に出向き、
市の施策や事業について説明し、市民と意見交換を行った。
構成員：市内在住・在勤・在学の概ね20人以上が参加する集まり

6～3月 100 3,032
市民局
広報広聴課

10
男女共同参画セン
ター利用者懇談会

施設の利用やセンターの行事について円滑な運営の参考とするた
め、センターの利用経験がある市民を公募し、意見交換を行った。
構成員：公募市民

1月 1 7
市民局
男女共同参画課

11
区地域福祉計画推
進協議会

区地域福祉計画の推進のため、地域住民、地域福祉活動者及び社会
福祉事業者等が、情報交換を行った。
構成員：各区の公募住民、地域福祉活動者、社会福祉事業者等

6～3月 25
延べ
532

保健福祉局
地域福祉課

12
食の安全に関する
講演会・意見交換
会

食の安全に関する講演会を開催するとともに、平成27年度の食品衛
生監視指導計画案について、消費者である市民、食品等事業者、市
の3者で意見交換会を行った。
構成員：市民一般、食品等事業者

1月 1 38
保健福祉局
生活衛生課

13
こども・若者の力
フォーラム

子どもの自覚と自立を促し、社会参画を推進するため、「こども・
若者の力ワークショップ」で取りまとめられた意見を参考に、子ど
もを取り巻く様々な課題について、子どもと専門家、行政がともに
考え意見交換を行う、こども・若者の力フォーラムを開催した。
構成員：子ども、子どもに関わる団体、市民

3月 1 123
こども未来局
こども企画課

14
子ども交流館子ど
も運営委員会

子どもたちの自主性を育むため、イベントの企画・運営、施設利用
のルールづくりなどについて、意見交換を行った。
構成員：中・高校生を中心とした施設利用者

毎月1回 12 60
こども未来局
こども企画課

15
いずみグリーンビ
レッジ推進会議

農業の振興と交流機能の整備を図り、地域の活性化を図ることを目
標に策定した基本構想・基本計画を効率的に推進するため、対象地
域の代表者による意見交換を行った。
構成員：若葉区東部鹿島川流域の町内自治会から各1人、計18人

7月
12月
3月

3
延べ
25

経済農政局
農業経営支援課

12
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番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

参加者数
（人）

16
「人・農地プラ
ン」の策定に関す
る話し合い

人と農地の問題を解決するために策定した「人・農地プラン」の見
直しにあたり、地域における農業者等との話し合い・検討会を行っ
た。
構成員：千葉市に農地を持つ農業者

12～1月 3
延べ
42

経済農政局
農業経営支援課

17
都市計画の決定・
変更に係る公聴会
等

都市計画の決定・変更に際し、広く市民の意見の理解を得るととも
に、意見を反映させるため、公聴会や説明会を開催した。
構成員：住民及び利害関係人

7～3月 5
延べ
18

都市局
都市計画課

18 交通安全総点検

地域の人々や道路利用者の主体的な参加のもと、地域の交通安全を
確保するため、特定地域内における道路交通環境について、道路利
用者のそれぞれの立場から点検・意見交換を行った。
構成員：地域住民、障害者団体、学校関係等

花見川区：2月
緑区：2月
中央区：3月

3
延べ
108

建設局
維持管理課

19
誉田駅周辺まちづ
くり協議会

誉田駅周辺のまちづくりに当たり、地域のニーズに合ったまちづく
りを実現するため、道路施設等の景観整備について意見交換を行っ
た。
構成員：町内自治会代表者、交通事業者及び学識経験者、計24人

10月
2月

2
延べ
37

建設局
道路建設課

20
都市計画道路新港
横戸町線道づくり
協議会

新港横戸町線の整備に当たり、地域のニーズを反映した道づくりを
推進するため、よりよい道づくりの実現案について検討した。
構成員：沿道15町内自治会と３事業所の代表者、学識経験者2人、
計20人

8月
3月

2
延べ
31

建設局
街路建設課

21

都市計画道路新港
横戸町線道づくり
についての地区別
検討会

新港横戸町線の整備に当たり、地域のニーズを反映した道づくりを
推進するため、沿道の各地区に関する課題について検討した。
構成員：沿道の15町内自治会会員及びマンション住民

7～9月 3
延べ
17

建設局
街路建設課

22
坂月川河川改修に
関する意見交換会

市民に身近な河川を目指し、河川改修及び協働で維持管理を行う方
法について検討するため、公募による市民団体と意見交換を行っ
た。
構成員：公募市民団体

12月 1 7
建設局
都市河川課

23 学校教育イベント
広く市民に学校教育の現状を知ってもらうため、授業の参観や市民
と教育関係者との意見交換等を行った。
構成員：公募市民

11月 1 30
教育委員会
企画課

24 学校評議員会
地域の実情に応じた学校運営を行うため、各小学校、中学校、特別
支援学校及び高等学校で保護者や地域住民等と意見交換を行った。
構成員：各学校の保護者、地域住民等

各学校の計画に
よる
（主に6月・2
月）

各学校
2～4

各学校10
人程度

教育委員会
学事課

13
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番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
開催回数
（回）

参加者数
（人）

25
学校・家庭・地域
連携まちづくり推
進会議

学校・家庭・地域社会の三者連携により、各地域の特色ある活動を
推進するため、各中学校区を単位としたまちづくりに関する意見交
換を行った。
構成員：学校関係者、保護者代表、地区内教育関係者、児童生徒代
表等

5月
11月
2月

3
延べ

約3,000
教育委員会
指導課

26 公民館運営懇談会

公民館運営や各種事業の実施について市民の意見を反映させるた
め、公民館活動について、意見交換を行った。
構成員：学校教育関係者、社会教育関係者、社会教育活動に熱意・
理解のある者等

通年
延べ82

（各公民館1～
6）

延べ
722

教育委員会
各公民館

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・自転車によるまちづくりに関する意見交換会

・商店街の活性化

14
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(５)意見募集

1
第2次実施計画事業案に係る意
見募集

新基本計画に基づく、平成27年度から平成29年度の3年間に実施する具
体的な事業を示す第２次実施計画の策定の参考とするため、計画事業案
を公表し、意見を募集した。
対象：市民一般

11月 15 49
総合政策局
政策企画課

2

2020年の東京オリンピック・パラ
リンピックに向けた市民による
「おもてなし」、市の取組に係る
意見募集

2020年の東京オリンピック・パラリンピックに向けた本市の取組として
活用するため、市民自らの手による「おもてなし」のアイデア、及び、
本市の今後の取組について意見を募集した。

8月 35 88
総合政策局
政策調整課

3
特定個人情報保護評価書案に
係る意見募集
（住民基本台帳に関する事務）

番号法に基づき、住民基本台帳に関する事務について特定個人情報保護
評価を実施するため、全項目評価書案を公表し、意見を募集した。
対象：市民一般

11～12月 0 0
市民局
区政推進課

4
第3期地域福祉計画案に係る市
民説明会

社会福祉法に基づく第３期地域福祉計画を策定するため、計画案の公表
及び説明を行い、意見を募集した。
対象：市民一般

11月 174 51
保健福祉局
地域福祉課

5
環境基本計画の点検・評価結
果に係る意見募集

今後の環境基本計画の策定及び環境施策の展開に反映するため、平成25
年度に実施した市の施策・事業についての点検・評価結果を千葉市環境
白書やホームページに掲載し、意見を募集した。
対象：市民一般、事業者

通年 0 0
環境局
環境総務課

6
都市計画の決定・変更に係る
公告・縦覧

都市計画の決定・変更に際し、広く市民に理解してもらい、意見を聞く
ため、案の公告・縦覧を実施した。
対象：住民及び利害関係人

6月
10月
12月

0 0
都市局
都市計画課

7
千葉市都市計画マスタープラン
素案に係る意見募集

新たな都市計画マスタープランの基本的な考え方を示す素案について参
考にするため、市民意見を募集した。

11～12月 7 36
都市局
都市計画課

8
公共下水道事業計画の変更に
係る公告・縦覧

公共下水道事業計画の変更に際し、下水道法施行令第3条の規定に基づ
き、事業計画の変更内容について、公告・縦覧を実施した。
対象：住民及び利害関係人

1月 0 0
建設局
下水道計画課

意見提出
者数

（人）

意見数
（件）

　市の施策に対する市民の意見を募集する手続です。パブリックコメント手続も市民の意見を募集する手続ですが、この「意見募集」
はパブリックコメント手続を除いたものとしています。

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
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(６)アンケート調査

1
区役所窓口満足
度調査

市民との接点における区役所職員の応接の改善を図り、さわやかで心の通
う市民サービスを提供するため、窓口を訪れた市民を対象にアンケート調
査を実施した。
対象：区役所来庁者

7月
1月

― 2,847 ―

総務局
人材育成課
中央区役所
業務改善推進室

2

幕張新都心コミュ
ニティサイクル事
業の社会実験に
伴う利用者等へ
の調査

幕張新都心コミュニティサイクル利用者等の利用目的・ニーズ等を把握
し、事業の有効性等を検証するため、アンケート調査を実施した。
対象：幕張新都心コミュニティサイクル利用者等

6月 ― 133 ―
総合政策局
政策企画課
幕張新都心室

3
千葉市の都市イ
メージに関するア
ンケート

今後本市が目指すべき「都市アイデンティティ」の方向性を見極め、確立
するため、千葉市の都市アイデンティティの素案や、特徴的な素材（地域
資源）として、「千葉氏」、「加曽利貝塚」、「オオガハス」、「海辺
（海浜公園）」などの素材について、市民や市外の人に共感度や好意度、
来訪意向や居住意向のアンケート調査を実施した。

10月 ― 4,585 ―
総合政策局
政策調整課

4
本庁舎整備に関
するアンケート

本庁舎に求める機能等に関して市民の意見を把握し、基本構想・基本計画
策定の基礎資料とするため、アンケート調査を実施した。
対象：市内在住者 10,000人

4～5月 10,000 2,675 26.8
財政局
管財課

5
インターネット
モニター

短期間で精度の高い市民意識等を把握し、施策等の検討に役立てるため、
インターネットを通して、モニター登録を募集するとともに、モニターを
対象にアンケート調査を実施した。
対象：市内在住の15歳以上の方で、インターネット及びメールを日本語で
利用できる方

5～3月
延べ

40,409
延べ

14,094
31.8

市民局
広報広聴課

6
図書館利用アン
ケート

実際に図書館を利用している市民の意見を図書館サービスに反映し、図書
館サービスの評価に活用するため､図書館利用の状況や利用者の満足度の調
査を実施した。
対象：千葉市図書館〔14館〕の来館者2,000人程度

2月 2,118 1,978 93.4
教育委員会
中央図書館
管理課

　市の施策に対する市民の意向を把握するために行う調査です。「意見募集」のように自由に意見を述べるものではなく、あら
かじめ設定された質問に答える形式で行うものです。

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）

16
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(７)その他の市民参加手続

1 市民シンクタンク（モデル事業）
市民の知見を活かしたまちづくりを推進するため、市民シンクタンク（モデル事業）
において、全体ミーティングを6回、グループワークを20回実施した。

10～3月 ―
総合政策局
政策企画課

2 市長への手紙等

市政に関する要望、提案、意見等を区役所、公民館等116か所に備え付けた封筒と便
せんを用いて、市民や団体から市長あてに手紙を受け付けた。また、電子申請でも受
付を行った。
主な意見、提案等の要旨とそれに対する市の回答要旨を市ホームページで公表した。

通年 1,614
市民局
広報広聴課

3 園長への手紙
来園者の目線に立った施設整備や運営を行うために、動物公園に対する要望、提案、
意見等を動物公園内の科学館に備え付けた投書箱や電子メールで受け付けた。
要望、提案、意見等に対する回答は必要に応じて個別に行った。

通年 157
都市局
動物公園

番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

所管課
意見数
（件）

　その他の市民参加手続として、次のものを実施しました。
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　市民と市が力を合わせて様々な公共の課題を解決するものです。

(１)委託

団体名など 選定方法

1
町内自治会への行政事
務委託

行政文書等の回覧・配布等を効果的に行う
ために、地域住民間での情報伝達手段を持
つ町内自治会に委託した。

昭和45年度

市政情報提供（回
覧）世帯数
上期:296,620世帯
下期:298,270世帯

千葉市町内自治会
連絡協議会

地域住民相互の協力が不可欠
な回覧・配布事務に際して、
連絡体制が確立されている団
体を選定した。

118,978
市民局
市民自治推進課

2 地域開放モデル事業

市民の主体的な活動の場を広げるために開
放している小学校の跡施設（１か所）の運
営管理を、地域の自治会会員等で組織する
管理運営委員会に委託した。

平成20年度
利用者数
19,867人

旧花五小施設運営
委員会

地域住民による自主的な管理
運営を図るため、町内自治会
等の地域団体関係者で構成さ
れる運営委員会を選定した。

50
市民局
市民自治推進課

3
空き教室地域開放モデ
ル事業

市民の主体的な活動の場を広げるために開
放している学校の空き教室等（２か所）の
管理運営を、地域の自治会会員等で組織す
る管理運営委員会に委託した。

平成19年度

利用者数
おゆみ野ふれあい
館4,661人
磯辺地域ルーム
3,265人

おゆみ野ふれあい
館地域活動施設管
理運営委員会
磯辺地域ルーム管
理運営委員会

地域住民による自主的な管理
運営を図るため、町内自治会
等の地域団体関係者で構成さ
れる運営委員会を選定した。

100

市民局
市民自治推進課
緑区役所
地域振興課
美浜区役所
地域振興課

4 運動広場管理運営事業

市民の体力向上と健康維持を図るために手
軽にできるスポーツ・レクリエーションの
場として設置している運動広場(20か所)の
日常的な管理運営を、運動広場の利用団体
や近隣住民等で構成される運動広場管理運
営委員会に委託した。

昭和52年度
運動広場20ヶ所
利用者数
159,439人

各施設ごとに設置
されている運動広
場管理運営委員会

利用団体、地元町内会、ＰＴ
Ａ役員などで構成する運営委
員会を設置し管理運営の委託
契約を締結。

4,772

市民局
スポーツ振興課
各区役所
地域振興課

5
学校体育施設開放運営
事業

体力づくり及びコミュニティ活動を図るた
めに、市民に開放する市内の小・中学校の
校庭・体育館・武道場の運営を、利用団体
や地域の各種団体代表等により構成される
学校体育施設開放運営委員会に委託した。

昭和41年度

・小学校（校庭・
体育館）113校
利用者数
1,816,459人
・中学校（校庭・
体育館・武道場）
55校
利用者数
480,020人

各学校ごとに設置
されている学校体
育施設開放管理運
営委員会

利用団体、地元町内会、ＰＴ
Ａ役員などで構成する運営委
員会を設置し管理運営の委託
契約を締結。

13,329
市民局
スポーツ振興課

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績

２　協働の取組み

所管課
協働相手

市事業費
（千円）

　地域の実情に合わせ、事業を円滑に実施するため、ノウハウを有する市民等に実施いただくものです。
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団体名など 選定方法

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課
協働相手

市事業費
（千円）

6
障害者の明るいくらし
促進事業

精神障害者の社会参加の促進を図るために
実施する精神保健福祉教室やボウリング大
会などの運営を、精神障害者に関する知識
や理解を有するＮＰＯ法人に委託した。

平成10年度

①こころの健康教
室、2月実施、参加
者総数127人
②ボウリング大
会、11月実施、参
加者総数124人
③ディライトフル
フェスタ、10月実
施、参加者総数203
人
④スプリングフェ
スタ、3月実施、参
加者総数253人

NPO法人千家連

市における地域精神保健福祉
の推進及び障害者の社会復帰
や自立の促進を効率的かつ効
果的に行える委託先として
は、本団体のみであり、毎年
度契約による履行を着実にお
こなっている委託実績もあ
る。

①　180
②　341
③　287
④　275

保健福祉局
こころの健康セ
ンター

7
子どもたちの森公園プ
レーパーク運営業務

子どもたちが自然の中で自由に自分の発想
と責任で遊ぶことを通じて、自主性や社会
性を育むことを目的に整備した子どもたち
の森公園の運営を、地域で活動するＮＰＯ
法人に委託した。

平成19年度 利用者14,968人
(特非）プレイフル
エンタープライズ

わかば

公園づくりを検討する段階か
ら関わった市民団体のメン
バーが中心となり発足した団
体。

5,800
こども未来局
こども企画課

8 男性の育児参画促進
男性の子育ての参画及び子育てを含めた
ワーク・ライフ・バランス推進のためのイ
ベントの実施を、ＮＰＯ法人に委託した。

平成26年度

＜プレパパママ講
座＞月1回12回開
催。参加者数　延
べ172人。
＜イクメン応援イ
ベント＞9・10月の
2回開催。参加者数
延べ332人。
＜パパスクール＞9
～12月の4回開催。
参加者数延べ82人
(パパ実人数10
人)。

（特非）ファザー
リング・ジャパン

課題解決型提案（男性の育児
参加の支援）の公募に対し、
企画提案を審査して選定し
た。

867
こども未来局
保育支援課

9
小学生向けごみ分別ス
クール

ごみの分別意識の醸成と家庭への波及効果
を促進するために、市内全小学４年生を対
象にした社会科の授業と連動した環境教育
の企画をＮＰＯ法人に委託した。

平成17年度
114校

（各校1回）
NPO法人

ごみ減量・資源循環を活動目
的とするNPO法人等を対象に
募集し、企画提案を審査して
選定した。

1,620
環境局
廃棄物対策課

19
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団体名など 選定方法

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課
協働相手

市事業費
（千円）

10
都市農業交流センター
管理運営

都市部と農村部の交流を促進し、農業振興
と地域の活性化を図るために、センターの
管理運営を地元住民で組織される団体に委
託した。さらに団体は、地域密着型農業の
ノウハウを生かし、周辺農地を活用した自
主事業を地域住民と連携して行った。

平成19年度

合計利用者数
193,467人
研修室利用件数
240回
市民農園利用区画
数
275区画

富田町管理運営組
合

下田ふれあい交流
施設管理運営組合
中田市民農園管理

運営組合

地域密着型農業のノウハウを
持つ地元団体を指定管理者と
して指定した。

52,022
経済農政局
農業経営支援課

11
緑区自主企画事業
都市部住民と農業生産
者の交流

都市部（消費者）と緑区に根付いている農
村部（生産者）との交流と地域の活性化を
推進するため、農産物の紹介・販売、収穫
体験等の業務を地元生産者で組織された団
体に委託した。

平成25年度

・1回目7月実施
来場者数1,500人
・2回目11月実施
来場者数1,500人

㈲旬菜とけ

区内の農家が生産した農産物
を短期間に相当量確保でき、
かつ農産物の紹介者を招致で
きる事業者に委託をした。

138
緑区役所
地域振興課

12
受診介助ボランティア育
成事業

患者と病院、訪問看護等外部サービスをつ
なぐ受診介助ボランティアの育成及び運営
等の仕組みを作るため、受診介助ボラン
ティアの育成業務を市民団体に委託した。

平成26年度

6～7月ニーズ調査
（対象277人）
10～12月養成講座
17人修了
1～3月実習15人

市民活動団体
地域ケアパートナー
ほっと

患者さんと病院のよりよい関
係の構築を目的とする市民活
動団体を対象に募集し、企画
提案を審査して選定した。

2,226
病院局
経営企画課

13
子どもの夢をはぐくむ
学校サポート推進事業

確かな学力の育成をはじめ、特色ある教育
活動の推進、特別に支援を要する児童生徒
への支援を行うために、退職職員等を学校
支援員として学校に配置する事業を学校支
援に関心を持つ市民から組織されるＮＰＯ
法人に委託した。

平成22年度

学校支援員の配置
小学校100人
中学校32人
特別支援学校4人

NPOちば教育
夢工房

学校が必要とする人材を的確
に配置する事業を円滑に行う
ことができるNPO法人を募集
し該当したため選定した。

1,967
教育委員会
指導課

14
放課後子ども教室推進
事業

子どもたちが地域社会の中で心豊かで健や
かに育まれる環境づくりを進めるために、
放課後に小学校の校庭や体育館、余裕教室
等を活用したスポーツ・文化活動や学習機
会の提供等を、地域住民等で組織された各
学校ごとの実行委員会に委託した。

平成19年度

・年間平均実施
日数　21.2日
・参加児童延
人数92,358人
・指導員・協力員
延人数　24,617人

各小学校ごとに地
域の方々や保護者
等のボランティア
により組織される
「放課後子ども教
室実行委員会」

随契1社
（当該校の地域で組織する団
体に実施してもらうため）

11,993
教育委員会
生涯学習振興課

15 特別教室開放事業

学校・家庭・地域住民の連携及び協力を図
るため、土・日曜日に開放される小学校の
特別教室の運営を地域住民等で構成される
運営委員会に委託した。

平成15年度

・年間利用日数
140日
・延利用時間1,408
時間
・延利用人数
8,198人

社会教育関係者、
児童福祉関係者、
地域住民等により
組織される「特別
教室開放運営委員
会」

随契１社
（当該校の地域で組織する団
体に実施してもらうため）

1,729
教育委員会
生涯学習振興課
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団体名など 選定方法

協働の
開始年度

番
号

項　目 概　　　要 事業の実績 所管課
協働相手

市事業費
（千円）

16 旧生浜町役場管理事業

市指定文化財である旧生浜町役場庁舎を公
開し、見学者に良好な学習環境を提供する
ために、庁舎の管理、運営をＮＰＯ法人に
委託した。ＮＰＯ法人は、さらに地域の歴
史に即した自主事業を行った。

平成19年度 利用者数　1,144人
NPO法人

ちば・生浜
歴史調査会

旧生浜町役場庁舎運営・管理
業務における提案を公募し、
選定した。

1,154
教育委員会
文化財課

※実施計画に掲載した下記の項目については、実情把握の上、（３）事業協力「学校・家庭・地域連携まちづくり推進事業」にまとめさせていただきました。

・ボランティア教育推進事業
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(２)共催

協働相手
側

市側

1
ちば市国際ふれ
あいフェスティ
バル

国際交流・国際協力への理解と関心を促進すると
ともに、団体同士のネットワークづくりを図るた
め、市やボランティア団体等と国際交流協会によ
る運営協議会が、展示やパフォーマンスを行う
フェスティバルを開催した。

平成6年度

2月に実施
出演団体25団体
（約300人）
観覧者約1,000人

ちば市国際ふ
れあいフェス
ティバル運営
協議会（事務
局：千葉市国
際交流協会）

参加者、
観覧者の
募集、企
画・運営

運営協議
会に参
画、出
展、広報
の協力

0
総務局
国際交流課

2 市民法律講座
市民の法知識の向上の一助とするため、千葉県弁
護士会との共催で、市民生活に身近な法律問題を
題材とした講座を開催した。

昭和53年度
3月開催
参加者数83人

千葉県弁護士
会

受講内容
の企画・
運営

会場使用
料の支
出、広報
の協力、
受講者の
募集

110
市民局
広報広聴課

3 市民芸術祭

市民文化の向上と芸術文化の振興を図るため、千
葉市文化連盟との共催で、市内の芸術文化団体の
日頃の諸活動の成果の発表を行う芸術祭を開催し
た。

昭和46年度
3月開催
参加者数32,292人

千葉市文化連
盟

参加者、
観覧者の
募集、企
画・運営

負担金の
支出、広
報の協
力、会場
確保

3,985
市民局
文化振興課

4
スポーツ・レク
リエーション祭

子どもからお年寄りまで、いつでも、どこでもで
きるスポーツ・レクリエーションを楽しんでもら
うために、市内の団体の代表による実行委員会と
の共催で、スポーツ・レクリエーション祭を実施
した。

平成6年度
参加者数
4,362人

千葉市スポー
ツ・レクリ
エーション祭
実行委員会

参加者の
募集、企
画・運営

負担金の
支出

958
市民局
スポーツ振興課

5
スポーツ振興会
連絡協議会事業

地域におけるスポーツの振興を図るため、地域の
スポーツ（社会体育）振興会の代表による連絡協
議会との共催で、体育の日を中心に市民体育祭
を、また年間を通して各種スポーツ大会やスポー
ツ教室等を実施した。

昭和52年度

市民体育祭
5～7月、9～11
月、3月に実施
参加者数 64,828
人
各種スポーツ大
会・教室
4月～3月に実施
参加者数 44,217
人

千葉市スポー
ツ振興会連絡
協議会

参加者の
募集、企
画・運営

負担金の
支出

6,430
市民局
スポーツ振興課

　市民と市が共に主催者（事業の実施主体）となって、事業を実施するものです。

事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課
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協働相手
側

市側

事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

6 体育協会事業

市民スポーツの振興及び普及と競技力の向上を図
るため、千葉市体育協会との共催で、市民総合体
育大会、種目別市民体育大会、千葉県民体育大会
選手派遣を実施した。

昭和22年度

市民総合体育大会
4～3月に実施
参加者数 18,851
人
種目別体育行事
4～3月に実施
参加者数 41,991
人

千葉市体育協
会

参加者の
募集、企
画・運営

負担金の
支出、広
報の協力

9,643
市民局
スポーツ振興課

7
少年スポーツ連
盟事業

少年スポーツの普及発展のため、千葉市少年ス
ポーツ連盟との共催で、スポーツ大会(中央大会、
種目別大会)を実施した。

昭和52年度

中央大会、種目別
大会
8～11月に実施
参加者数 8,087人

千葉市少年ス
ポーツ連盟

参加者の
募集、企
画・運営

負担金の
支出、広
報の協力

2,210
市民局
スポーツ振興課

8
ヘルシーカムカ
ム

口腔保健の啓発及び歯科医療への理解を図るた
め、歯と口の健康週間の事業として、千葉市歯科
医師会との共催で、歯と口の健康に関するイベン
トを行った。

平成4年度
5月に実施
参加者数延べ
2,776人

千葉市歯科医
師会

企画・運
営、関係
団体との
連携

事業負担
金の支
出、広報
の協力、
参加者の
募集、表
彰式の企
画・運営

1,690
保健福祉局
健康支援課

9
市民健康づくり
大会

健やか未来都市ちばプランの普及定着を図るとと
もに、市民総ぐるみの健康づくり運動として総合
的に展開するため、市民団体、保健医療関係団
体、企業等から成る健やか未来都市ちばプラン推
進協議会等との共催で、市民健康づくり大会を開
催した。

平成15年度
10月に実施
参加者数7,259人

千葉市薬剤師
会他27団体

各ブース
等の運営
による啓
発

負担金の
支出、広
報の協
力、共同
運営

561
保健福祉局
健康支援課

10
ふれあいコン
サート

障害のある人もない人も一緒に演奏を楽しみ、音
楽の力で「心のバリア」を超えて、障害への理解
や共感を得る場となることを図るため、ＮＰＯ法
人との共催で、コンサートを開催した。

平成25年度

10月に実施
出演団体6団体
（216人）
入場者974人
実行委員・ボラン
ティア108人
招待者34人

ＮＰＯ法人ち
ば特別支援教
育

参加者、
観覧者の
募集、企
画・運営

広報の協
力、運営
の協力

0
保健福祉局
障害者自立支援課
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協働相手
側

市側

事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

11
こどものまちＣ
ＢＴ

子どもたちが社会へ参加することを学ぶため、子
育て支援団体、ＮＰＯ法人等からなる実行委員会
との共催で、子どもたちが企画段階から主体的に
疑似的な”まち”を作り、運営する中で、協働作
業や協議による課題解決等を行う「こどものまち
ＣＢＴ」を開催した。

平成21年度
8月に実施（3回）
延べ1,209人

千葉市こども
のまちＣＢＴ
実行委員会

実施計画
等の決
定、運営
実施に係
る調整

負担金の
支出

100
こども未来局
こども企画課

12
青少年の日フェ
スタ

青少年と家庭、学校、地域、行政がつながりをも
つことで、青少年のコミュニケーション力を高
め、居場所づくりを推進するため、市内の関係団
体等による実行委員会との共催で、生涯学習セン
ターと子ども交流館を会場に青少年の日フェスタ
を開催した。

平成21年度
9月に実施
参加者数4,613人

・「青少年の
日」実行委員
会
・生涯学習セ
ンター

企画・運
営

企画、運
営、
経費負
担、
広報

520
こども未来局
健全育成課

13
環境フェスティ
バル

多くの市民が環境に関心を持ち、環境保全活動に
参加する意欲を育むため、公募市民、学識経験者
及び事業者等（地球温暖化対策地域協議会のメン
バー）による実行委員会が講演や環境保全活動を
紹介するフェスティバルを開催した。（協議会事
務局：環境保全課）

平成20年度
6月に実施
来場者401人

千葉市地球温
暖化対策地域
協議会

参加者、
観覧者の
募集、企
画・運営

広報の協
力、運営
事務

―
環境局
環境保全課

14 エコメッセちば
環境保全活動を促進するため、市民団体、事業
者、関係行政機関と市による実行委員会が、環境
活動の見本市を開催した。

平成8年度
9月に実施
出展団体118団体
来場者12,000人

エコメッセち
ば実行委員会

参加者、
観覧者の
募集、企
画・運営

広報の協
力、開催
負担金の
支出、
ブースの
出展

100
環境局
環境保全課

15 港まつり

市民が千葉港の現状や海事に関する理解を深め、
千葉港の利用促進を図るために、千葉商工会議
所、㈱千葉日報社、港湾関係団体等と市による実
行委員会が、千葉港見学会などのイベントを開催
した。

昭和28年度

7月港内見学会の
開催（4回）
(参加者数837人)
7月ポートクイー
ン千葉選出（5
人）

千葉港振興協
会

参加者、
観覧者の
募集、企
画・運営

補助金の
支出、広
報の協力

352
経済農政局
集客観光課

16
千葉市民花火大
会

市民に夏の風物詩を提供するとともに、経済の活
性化を図るために、千葉商工会議所、(公社)千葉
市観光協会、地元企業や関係団体及び市による実
行委員会が、市民花火大会を開催した。

昭和53年度
8月に開催
観覧者約30万人

千葉商工会議
所、（公社）
千葉市観光協
会、㈱幕張
メッセ、幕張
新都心ホテル
協議会、㈱ベ
イエフエム

実行委員
会を組織
し、企
画、調
整、実施

負担金支
出
実行委員
会を組織
し、企
画、調
整、実施

16,000
経済農政局
集客観光課

24



25

協働相手
側

市側

事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

17
千葉湊大漁まつ
り

千葉県及び千葉市の豊かな食、特産品、文化など
のＰＲや多彩な催しを展開することにより、地域
の魅力や価値の向上、地産地消の推進、地域産業
の振興、集客交流の拡大を図るため、千葉商工会
議所や関係団体及び市による実行委員会が、千葉
湊大漁まつりを開催した。

昭和48年度
11月に開催
来場者約6万人

千葉商工会議
所、（一社）
千葉市園芸協
会、千葉みら
い農業協同組
合、（公社）
千葉市観光協
会、千葉市卸
売市場協力
会、千葉酪農
農業協同組
合、㈱ベイエ
フエム、㈱三
越環境ビル管
理、（公社）
千葉市産業振
興財団、㈱塚
原緑地研究所

実行委員
会を組織
し、企
画、調
整、実施

負担金支
出
実行委員
会を組織
し、企
画、調
整、実施

3,000
経済農政局
集客観光課

18
ちばＺＯＯフェ
スタ

世代を超えた地域の絆を深め、秋の風物詩として
新たな動物文化の振興と醸成を推進するために、
園内事業者を中心とする実行委員会との共催で、
各種イベントを実施した。

平成22年度

11月に実施（2
回）
ギャラリー部門12
団体
研究発表110件
入園者2,908人

㈱千葉マリン
スタジアム、
㈱動物公園協
力会、
㈱自然教育研
究センター

イベント
の準備・
運営

イベント
の企画・
広報

1,308
都市局
動物公園

19
ドリームナイ
ト・アット・
ザ・ズー

障害のある子どもたちとその家族を招待し園内で
気兼ねなく楽しいひと時を過ごしてもらうため
に、淑徳大学及び企業との共催で、ドリームナイ
ト・アット・ザ・ズーを開催した。

平成22年度

8月に開催
障害者及びその家
族
（応募者293組
1,137人、来園者
213組722人）

淑徳大学、ジ
ブラルタ生
命、動物公園
ボランティア

イベント
の準備・
運営

イベント
の企画・
広報

0
都市局
動物公園

20
緑区自主企画事
業
芸術文化交流

芸術文化の交流を通じて区民相互の交流・ふれあ
いによる地域の活性化を図るため、地域住民で構
成する実行委員会との共催で、区内の飲食店、コ
ミュニティセンター等を会場にまちカフェライブ
を開催した。

平成25年度
10月に実施
参加者数 1,000人

まちカフェラ
イブ実行委員
会、アートタ
ウンおゆみ野

出演者及
び店舗会
場の募
集、当日
の運営

開会式会
場の調整
及び広報
活動

441
緑区役所
地域振興課
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協働相手
側

市側

事業の実績

協働相手について

団体名など
役割分担

市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

21
小・中学生のた
めのオーケスト
ラコンサート

小・中学生が生のオーケストラ演奏を鑑賞する機
会を提供するため、市内のアマチュアオーケスト
ラとの共催でコンサートを実施した。
曲目は市、学校、団体から成る実行委員会で選定
し、小・中学校では、当日歌う曲の事前練習を
行った。

昭和51年度
2月に実施（2回）
鑑賞者数は4,350
人

千葉市管弦楽
団

企画・運
営・当日
の演奏

補助金の
支出、広
報の協
力・チ
ケット取
りまとめ

168
教育委員会
指導課

22 新春凧揚げ大会

日本の伝承遊びを通して子ども同士の交流や地域
の連帯意識の向上を図るため、小中台中学校区青
少年育成委員会及び青少年相談員連絡協議会との
共催で、凧揚げ大会を開催した。

昭和54年度
1月に実施
参加者数349人

小中台中学校
区青少年育成
委員会、青少
年相談員連絡
協議会

参加者の
募集、企
画、運営

報償費の
支出、広
報の協力

28
教育委員会
小中台公民館

※実施計画に掲載した下記の項目については事業の内容が「事業協力」に該当したため、そちらに掲載させていただきました。

・成人を祝う会

26
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(３)事業協力

協働相手側 市側

1

災害時避難
行動要支援
者支援体制
の構築

災害発生時における高齢者や障害者等の避難
行動要支援者の安全を確保するため、「避難
行動要支援者名簿に関する条例」に基づき、
避難行動要支援者名簿の提供を求める自治会
や自主防災組織と協力して、名簿情報を共有
し、安否確認や避難情報の提供などの支援体
制を構築した。

平成22年度
随時名簿提供
Ｈ27年3月末：
112団体

市内の町
内自治
会、マン
ション管
理組合、
自主防災
組織

名簿管理及び
避難支援体制
の構築

名簿提供 0

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

2
避難所運営
体制の整備

災害時に迅速かつ円滑に避難所運営委員会を
設置し、避難所の開設・運営を行うことがで
きるようにするために、地元自治会等や避難
所の施設管理者と協力して、避難所運営体制
の整備を行った。

平成23年度

通年
要請に基づき説
明会等を実施
27年3月末：194
団体設立済

町内自治
会、自主
防災組織
など

避難所運営委
員会の結成及
び運営

避難所運営活
動の支援

4,857

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

3
市民の日関
連事業

｢市民の日｣の定着及び市民の郷土を愛する心
を育み、市民意識の高揚を図るため、市民団
体等と協力して、10月18日の｢市民の日｣を中
心に様々な行事を実施した。

平成10年度

・協賛行事：67
団体による76行
事
・公共施設の無
料開放：31施設
（文化施設6施
設、体育施設25
施設）

特定非営
利活動法
人まちづ
くり千葉

行事の企画、
実施(企業や
団体等への協
力依頼、ホー
ムページ・
リーフレット
の作成等)

市関係施設の
所管課への協
力依頼、各種
広報等

200
市民局
市民自治推進課

　市民と市が相互の役割分担を定め、協力して事業を実施するものです。ただし、「共催」に該当するものは除きます。

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

4
千葉市を美
しくする運
動推進事業

｢親子三代夏祭り｣を始めとした、美しいま
ち、ふれあいのあるまちづくりを目的として
実施する諸事業を、｢千葉市を美しくする会｣
と協力して行った。

昭和38年度

・花苗の配付
10月・3月（各23
地区）
・園芸講習会
12月（29名）
・ポイ捨てやめ
ようキャンペー
ン
5月（203人、27
団体）、12月
（164人、19団
体）
・新春市民凧あ
げ大会
1月（約1,700
人）
・健康ウォーク
11月（16人）、3
月（27人）
・親子三代夏祭
り
8月（延べ33万
人）
・HP更新：随時
等

千葉市を
美しくす
る会

会議への出
席、事業の実
施等

補助金交付、
事務局業務

5,074
市民局
市民自治推進課

5
地域防犯
ネットワー
ク推進事業

地域を見守り、犯罪を抑止するネットワーク
作りを進めるとともに、防犯意識の向上を図
り、安全で安心なまちづくりを進めるため、
市民、事業者及び警察と協力して、防犯啓発
キャンペーンを実施した。

平成18年度

防犯キャンペー
ン2回
（10月、3月）
参加者数延べ101
人
地域防犯連絡会1
回実施
締結事業者計58
事業者

覚書締結
事業者

防犯活動、通
報

情報提供、防
犯ステッカー
配付

243
市民局
地域安全課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

6
自転車マ
ナーアップ
フェスタ

自転車利用者に対して交通ルールなどの遵
守・マナー向上を図り、広く普及啓発を行う
ために、交通安全に関係する団体等と協力し
て、マナーアップイベントを開催した。

平成25年度

年1回（3月）
実施参加者数延
べ22人
一般来場者数延
べ1,000人

千葉市交
通安全推
進協議会

啓発ブースの
設置、啓発品
の配布

イベントの開
催

402
市民局
地域安全課

7
ちば市政だ
より市民配
布事業

地域コミュニティの醸成・振興を図るととも
に、市政だよりの到達率の向上を図るため、
市民（町内自治会など）と協力して配布し
た。

平成26年度
毎月2回（1日・
15日）、配布部
数約33,000世帯

町内自治
会など

配布 報償費の支給 6,013
市民局
広報広聴課

8
ちば市民協
働レポート

市民協働のまちづくりを目指して、地域で発
生している不具合を市民からレポートしても
らうなど、市民と協力して、ＩＣＴ（情報通
信技術）を活用した地域の課題解決を行っ
た。

平成26年度

参加登録者数
2,784名
レポート数
1,009件
サポーター活動
2件

参加登録
した市民
（在勤・
在住・在
学）

レポート、課
題解決への参
加

レポートの管
理等、課題解
決への参加者
募集

30,826
市民局
広報広聴課
市民自治推進課

9
平和啓発事
業

戦争の悲惨さや平和の大切さを知ってもらう
ために、市民やボランティア団体と協力して
平和の折り鶴の作成、戦跡めぐりウォーキン
グ等を実施した。

平成14年度

・戦跡めぐり
ウォーキング：
年2回（7月、11
月）、参加者数
46人
・平和の折り鶴
送呈：17万羽集
まり、ボラン
ティア延べ97人
が作業

特になし

・戦跡めぐり
ウォーキン
グ：講師
・平和の折り
鶴送呈：折り
鶴作成、ボラ
ンティアによ
る千羽鶴に束
ねる作業

・戦跡めぐり
ウォーキン
グ：広報・募
集・運営
・平和の折り
鶴送呈：広
報・募集・送
呈

・戦跡め
ぐり

ウォーキ
ング：39
・平和の
折り鶴送
呈：119

市民局
男女共同参画課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

10
ブックス
タート事業

親子のきずなを深めるために、ブックスター
ト養成講座を修了したボランティア等と協力
して、４か月児健康診査にあわせて、乳児と
保護者を対象にした絵本の読み聞かせ等を
行った。

平成23年度
4か月児健康診査
160回実施、参加
者数延べ7,453人

えほんボ
ランティ
ア
地域おは
なしボラ
ンティア
（図書館
育成）

絵本の読み聞
かせと絵本の
配布

絵本の準備、
ボランティア
の配置、研修
会の開催

4,770
保健福祉局
健康支援課

11
食育のつど
い

多くの市民に食育に関心を持ってもらうた
め、千葉市健康づくり推進協議会食育推進部
会と協力して、食育イベントを開催した。

平成24年度
年1回（6月）、
実施参加者数延
べ6,484人

関係機関
及び団体
等

ステージ、展
示ブース出展

企画運営、調
整

234
保健福祉局
健康支援課

12
食品衛生推
進員制度

市民の食生活の安全確保に寄与するため、社
会的信望があり、かつ、食品衛生の向上に熱
意と見識のある者から市長が委嘱した食品衛
生推進員と協力して、食品営業施設への巡回
や助言等を行った。

平成17年度

巡回施設延べ
1,978施設
食品衛生推進員
131人

食品衛生
推進員

食品営業施設
への巡回、助
言指導等保健
所が行う事業
への協力

食品営業施設
への監視指導

1,200
保健福祉局
生活衛生課

13
脳の健康教
室学習サ
ポーター

認知症の予防を図るため、公募による市民ボ
ランティアと協力して、65歳以上の市内在住
者を対象に実施する脳の健康教室において、
学習サポーターとして学習者の支援を行っ
た。

平成21年度

学習サポーター
（事業協力）延
べ1,075人
各区週1回ずつ実
施
（9月～翌年1
月）
計20回／1区

市民ボラ
ンティア

学習支援 教室の運営 7896
保健福祉局
地域包括ケア推
進課

14 動物の譲渡事業
千葉市動物保護指導センターに収容された犬
やねこの譲渡を進めるため、ボランティアや
非営利団体と協力して、希望者へ譲渡した。

平成20年度
犬 115頭、猫
432匹

譲渡事業
協力者

希望者への譲
渡

譲渡候補動物
の管理

0
保健福祉局
動物保護指導セ
ンター
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

15
介護相談員
派遣事業

介護サービスの利用者及びその家族の疑問、
不満、不安の解消を図るとともに、サービス
事業所における介護サービスの質的向上を図
るため、公募市民及び関係団体からの推薦に
よる介護相談員と協力して、介護サービス事
業所を訪問し、利用者等と話し合うことで、
施設と利用者の橋渡し的な役割を担った。

平成13年度

月1回、2人１組
で57事業所の訪
問、
相談員と介護保
険課の連絡会議
を年11回開催
（10月を除き各
月1回）

57事業所
（特別養
護老人
ホーム、
介護老人
保健施
設、グ
ループ
ホーム）

介護相談員の
受け入れ

介護相談員の
派遣、意見交
換会の実施

8,509
保健福祉局
介護保険課

16
成人を祝う
会

成人に達した青年の新しい門出を祝い励ます
とともに、大人としての自覚を促し、郷土｢千
葉市｣への関心を深める機会とするため、千葉
市青年協議会の協力を得て成人を祝う会を開
催した。

昭和40年度
1月12日に実施
6,946人参加

・千葉市
成人を祝
う会運営
協議会

・千葉市
青年協議

会

企画・運営 企画・運営 6,388
こども未来局
健全育成課

17

オレンジリ
ボン運動
街頭キャン
ペーン

児童虐待防止を広く啓発するため、一般公募
のボランティア、市内中高生、市内施設職員
等と協力して、啓発リーフレットが入ったマ
スクの配布を実施した。

平成21年度

年1回（11月）6
か所（各区1か
所）、実施参加
者数延べ131人

一般公募
のボラン
ティア、
市内中高
生、市内
施設職員
等

企画・運営

啓発リーフ
レットが入っ
たマスクの支
給、謝礼とし
て図書券
（500円分）
の配布

2,929
こども未来局
こども家庭支援
課

18
環境教育等
推進事業

地域における環境教育を推進するため、公民
館等が行う環境関連の講座、勉強会、自然観
察会等に、環境活動団体と協力し講師を派遣
した。

平成17年度

通年7回実施(7月
4回、9月2回、10
月1回)
講師派遣:各講座
1人ずつ

応募の
NPO団体
等

講座開催
公民館への周
知、開催の調
整

82
環境局
環境保全課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

19
地球温暖化
対策地域協
議会事業

千葉市地球温暖化対策実行計画等の温暖化対
策を効果的に推進するため、公募市民、市民
団体、各種事業者等と協力して地球温暖化対
策地域協議会を設置し、平成23年3月に策定し
たアクションプランに基づき、市民、事業者
向けの啓発事業等を実施した。

平成16年度
協議会開催回数
総会2回、役員会
2回

千葉市地
球温暖化
対策地域
協議会

企画、運営 事務局対応 1,000
環境局
環境保全課

20
坂月川ビオ
トープの管
理・運営

市民が身近な水辺に親しみ、自然とふれあう
ことのできる場とするため、坂月川流域の環
境保全活動団体と協力して、ビオトープ施設
の維持管理、動植物調査、啓発活動などを
行った。

平成16年度 通年57回
坂月川愛
好会

除草等施設の
維持管理、動
植物調査及び
保全活動、環
境学習の支援
等啓発活動

草刈、池掘
削、散策路整
備、木道補
修、土搬入、
掲示板補修

703
環境局
環境保全課

21
大草谷津田
いきものの
里推進事業

市民が身近に自然とふれあい、自然について
学ぶ場を提供するため、市民団体、学校関係
者及び専門家と協力して、｢大草谷津田いきも
のの里｣の田んぼづくり、森づくり活動、生物
環境調査のボランティア活動を行った。

平成18年度

田・森づくり31
回
生物環境調査24
回
ホタル調査4回
カエル調査5回

田・森づ
くり部
会、生物
環境部会

田んぼづく
り、森づく
り、生物環境
調査

現場調整、関
係機関調整、
土地所有者と
の保全協定締
結

57
環境局
環境保全課

22
河川浄化活
動の推進

豊かで潤いのある水辺環境を構築するため、
坂月川、都川、花見川及び鹿島川の４河川を
対象に、公募による河川浄化推進員と協力し
て、生活排水対策に係る啓発活動や河川の水
質浄化活動を行った。

平成12年度
毎月1・2回（浄
化推進員活動人
数延べ288名）

浄化推進
員16名
（坂月川
愛好会、
花見川の
環境を守
る会、
NPO法人
都川の環
境を考え
る会、
NPO法人
ﾊﾞﾗﾝｽ
21）

水質測定、清
掃活動、監視
活動等

水質検査消耗
品支給、関係
機関との連絡
調整

356
環境局
環境保全課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

23
ごみゼロク
リーンデー

街を美しくし、ごみ問題について市民に考え
てもらうために、市民と協力して、道路等に
捨てられたごみ等を収集した。
区開催：市民が各区役所の設定したコースの
ごみを収集
地域開催：地元町内自治会等がコースを決め
て散乱ごみを収集

昭和56年度

区開催:5月
地域開催:5～6月
参加者数延べ
38,592人

周辺の町
内自治
会、ボラ
ンティア
団体

清掃
ごみ袋の支
給、回収

21
環境局
廃棄物対策課

24
廃食油の拠
点回収事業

ごみの減量化・資源化を図るため、地域団体
や事業者と協力して、家庭から排出される廃
食油（天ぷら油・サラダ油等）を集める回収
拠点を設置し、それを回収・精製してバイオ
軽油やバイオ重油にリサイクルする資源化
ルートを構築した。

平成26年度
拠点数:21箇所
回収量:1,953L

事業者、
地域団
体、企業

回収、資源化 拠点の拡充 0
環境局
廃棄物対策課

25
廃棄物適正
化推進員

廃棄物の適正処理及び再利用等の普及、啓発
のため、町内自治会等から推薦された廃棄物
適正化推進員と協力して、ごみの適正処理や
ごみの再利用の普及活動を行った。

平成5年度
定期研修会を1回
（10月）実施
1,068人に委嘱

町内自治
会

廃棄物の適正
処理再利用の
普及・啓発清
掃活動におけ
るリーダー、
地域における
環境美化の推
進

研修会の実施
ごみの減量・
再資源化に関
する情報提供

13,860
環境局
収集業務課

26
廃棄物等不
適正処理監
視委員

廃棄物等の不適正処理の未然防止、災害防止
及び生活環境保全を図るために、町内自治会
等から推薦された廃棄物等不適正処理監視委
員と協力してパトロールを行った。

平成2年度
通報件数18件
（通年）
委嘱者8人

地域住民
（個人）

不適正処理の
通報

原因者の判
明、指導

288
環境局
産業廃棄物指導
課

27
コミュニ
ティビジネ
ス支援事業

コミュニティビジネスによる創業を目指す方
に対して、市コミュニティビジネス推進協議
会と協力して相談を受け付けた。

平成16年度
随時受付
（相談数0件）

商工会議
所、産業
振興財
団、ＮＰ
Ｏ法人等

事業支援、創
業支援

普及啓発 0
経済農政局
産業支援課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

28

里山の保全
推進事業・
市有林整備
事業

市民に身近な自然である市指定の里山地区及
び市有林を保全するため、森林ボランティア
団体、ＮＰＯ法人等と協力して下草刈り、間
伐等の保全管理を行うとともに、保全管理活
動に対し、報奨金を交付した。

平成14年度

①NPOちば森づく
りの会　年間23
回活動　報奨金
年間20万円交付
②千葉市里山ボ
ランティアの会
年間35回活動
報奨金年間20万
円交付
③㈱パラッツオ
東京プラザ　年
間25回活動

NPOちば
森づくり
の会
千葉市里
山ボラン
ティアの
会
㈱パラッ
ツオ東京
プラザ
ＮＰＯ樹
木・環境
ネット
ワーク協
会

下草刈り、間
伐等の、保全
維持管理活動

　報奨金の交
付、森林ボラ
ンティア推進
事業（増員等
のためのボラ
ンティア研修
会等の開
催）、安全研
修会の開催

2,167
経済農政局
農業経営支援課

29

いずみグ
リーンビ
レッジ協力
員

いずみ地域内の自然景観や歴史・文化等の資
源を保全・活用し、地域の活性化を図るた
め、公募等によるいずみグリーンビレッジ協
力員と協力して自然観察会や歴史探索ウォー
キング等のイベントを実施した。

平成17年度

自然観察会（3
月）1人
歴史探索ｳｫｰｷﾝｸﾞ
（10月）1人
更科中総合学習
（7月・8月・9
月）延べ3人
白井中総合学習
（10月・ 11月
（4回）・ 12
月・1月）延べ7
人

いずみグ
リーンビ
レッジ協
力員

事業活動への
協力、事業に
関する意見交
換や提案

協力員への依
頼、事業運営

168
経済農政局
農業経営支援課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

30
森林ボラン
ティア

市民に身近な自然である市指定の里山地区及
び市有林を保全管理をするため、森林ボラン
ティアと協力して、以下の事業を行った。
森林ボランティア研修会。里山地区でのイベ
ントの開催。

平成14年度

森林ボランティ
ア研修会の開催
（市民公募　2、
3月）
協力員数6人
里山地区でのイ
ベント開催（8
月）
協力員数24人

○NPOち
ば森づく
りの会
○千葉市
里山ボラ
ンティア
の会
○㈱パ
ラッツオ
東京プラ
ザ
○ＮＰＯ
樹木・環
境ネット
ワーク協
会

下草刈り、間
伐等の、保全
維持管理活動

森林ボラン
ティア研修会
の開催（市民
公募　2、3
月）・里山地
区でのイベン
ト開催（8
月）
市側の役割
（広報・参加
者取り纏め・
連絡調整・司
会進行）

127
経済農政局
農業経営支援課

31
富田町コス
モス育成

遊休農地の有効活用、都市部と農村部の交流
及び地域の活性化を図るため、富田町におけ
るコスモスの育成を、地域住民やボランティ
アと協力して実施した。

平成14年度

育成機関4月～10
月
10月にコスモス
まつりを実施
参加者数（地
元・ボランティ
ア）延べ315人

コスモス
まつり実
行委員会

コスモスの育
成
開花期のイベ
ント運営等

ボランティア
の募集、広報
活動
、補助金の交
付

73
経済農政局
農業経営支援課

32
屋外広告物
適正化推進
員

屋外広告物の適正化を推進するため、講習会
を受講して違反広告物の簡易除去権限を委任
された市民と協力し、日常的に除去活動を展
開した。

平成14年度

適正化推進員講
習会を3回（6
月、10月、1月）
開催
平成26年度修了
者数44人

市内在住
又は在勤
の成年者
で、講習
会を終了
し推進員
の資格を
得た者
（任期は
身分証交
付から2
年間）

違反広告物の
簡易除却及び
除却広告物の
一時保管

推進員の除却
した広告物の
回収及び処分

20
都市局
都市計画課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

33
かざぐるま
プロジェクト
ボランティア

蘇我駅周辺を活性化するため、大学と協力
し、蘇我駅からフクダ電子アリーナまでの沿
道をジェフ色にする「かざぐるまプロジェク
ト」を実施した。

平成26年度
11月
参加者数7人

大学生
作成ブース運
営・作業

企画、運営、
関係団体間調
整

0
都市局
まちづくり推進
課

34
市民の森清
掃

自然環境の保全を図るとともに、市民に自然
に触れあういこいの場を提供するため、町内
自治会、老人会、ボーイスカウト等と協力し
て市が設置した市民の森の清掃等を行った。

昭和62年度 月2回実施
市民の森
管理団体

清掃、パト
ロールなど

ゴミ袋の支
給、回収、清
掃用具の貸
与、報償金支
払

3,078
都市局
緑政課

35
パークマネ
ジメント

公園を地域の庭として、もっと身近で魅力あ
る空間にしていくため、地域住民と協力して
清掃のみならず、低木剪定や利用調整などを
行った。

平成24年度
12団体（15公
園）

パークマ
ネジメン
ト団体

清掃、低木剪
定、利用調整
など

活動支援と団
体が行うこと
ができない維
持管理業務

166
都市局
公園管理課

36 公園清掃

地域の公園の環境維持及び公園に対する愛護
精神の醸成を図るため町内自治会、子ども会
等の団体と協力して、公園の清掃や除草を始
めとした維持管理を行った。

昭和46年度
月2回以上の清掃
及び除草

自治会及
び子供会
等

清掃、除草、
損壊等の連絡

ゴミ袋の支
給、回収、用
具代の支給

24,875
都市局
各公園緑地事務
所

37
園生の森公
園管理

公園の緑を守り育てるため、ボランティア団
体と協力して、樹木の間伐、野草保護の看板
づくり、間伐材による階段づくり、野草の盗
掘防止等のパトロールなどを実施した。

平成18年度

月1回以上のパト
ロール、ＨＰの
更新、観察会の
実施

園生の森
を育てる
会

園生の森公園
の広報、イベ
ント及び自然
保護パトロー
ル

自然環境に配
慮した草刈り
作業範囲の調
整、実施

169
都市局
中央・稲毛公園
緑地事務所

38
千葉公園市
民協働によ
る公園管理

千葉公園内の花壇づくり団体（千葉公園花の
輪）と千葉公園ボランティアと協力して、園
内の花壇の拡充や清掃・低木刈込等の管理を
行った。

平成17年度

花壇の管理(6か
月、月2回)、園
内清掃及び低木
刈込（週1回）

花の輪、
千葉公園
ボラン
ティア

花壇の維持管
理
園内清掃及び
低木刈込等の
管理

花の種、堆
肥、培養土の
支給

208
都市局
中央・稲毛公園
緑地事務所
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39
花島公園市
民花壇管理

四季を通して花を楽しめるようにするため、
ボランティア団体と協力して花島公園内の市
民花壇の花苗の育成、維持管理を行った。

平成19年度

毎月1回の定例活
動及び年数回の
臨時作業
3月、5月、10月
に実施
参加者数延べ150
人

花島はな
の会

育苗、苗の植
え付け、水や
り等の花壇管
理

種、堆肥等資
材の提供

10
都市局
花見川公園緑地
事務所

40

泉自然公園
市民の手作
りによる野
草園整備

泉自然公園の来園者が野草に親しめるように
するため、ボランティア団体と協力して、野
草園の整備や清掃等の維持管理を実施した。

平成12年度
野草園の維持管
理
月2回

NPO法人
千葉の自
然に親し
む会

野草園維持管
理
（清掃、除
草、野草の手
入れ）

資材、用具提
供

0
都市局
若葉公園緑地事
務所

41
泉自然公園
ボランティ
アガイド

野鳥や野草の見られるシーズンに、ボラン
ティアガイドと協力して、泉自然公園の来園
者に対し、公園の魅力を案内した。

平成25年度

野鳥や野草の見
られる時期にガ
イドを実施
野鳥ガイド：19
回／年
野草ガイド：18
回／年

ボラン
ティアガ
イド登録
者

来園者へのガ
イド

広報・実施日
調整

205
都市局
若葉公園緑地事
務所

42
昭和の森市
民協働花壇
づくり

四季を通して花を楽しむことができるように
するため、ボランティア団体と協力して、昭
和の森園内の花壇の整備や花苗の植え込み、
育成を実施した。

平成22年度

昭和の森内花壇
の整備、花苗の
植込み及び育
成：毎週月曜日

昭和の森
「はなう
さぎの
会」

花壇計画及び
管理作業の協
力、資材等の
提供、広報・
記録など

会議室・資材
等の提供、作
業の協力

0
都市局
緑公園緑地事務
所

43
昭和の森自
然観察会

自然保護に関する意識を高めるために、環境
活動団体と協力し、昭和の森で自然観察会や
ホタル観賞会等を実施した。

平成3年度

自然観察会：年
12回
こども観察会：5
月・7月
カタクリ観察
会：4月
ゲンジボタル鑑
賞会の開催（6
月）及び環境整
備等

千葉県自
然観察指
導員協議
会

自然観察会の
企画・開催、
管理作業の実
施

自然観察会の
開催及び管理
作業の役務等
の提供、広報

110
都市局
緑公園緑地事務
所
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44
泉谷公園ほ
たるの里づ
くり

ホタルとの触れ合いを通して自然への愛着を
深めるため、ＮＰＯ法人と協力して、ホタル
に関するイベントや水辺環境学習会の開催、
季刊誌の発行等を行った。

平成22年度

イベント（ほた
るの道しるべ）
の開催（6月、1
回、2日間）
ほたる生態園の
見学及びほたる
育成に関する学
習会の開催（随
時）

ほたるの
里（仮
称）

イベント（ほ
たるの道しる
べ）の準備・
運営、ほたる
生態園におけ
る見学・学習
会の開催

活動の際の会
場、資材、役
務等の提供及
びほたる生育
に関する情報
提供

0
都市局
緑公園緑地事務
所

45

あすみが丘
地区コミュ
ニティガー
デン整備

花とみどりのあふれる街づくりを推進するた
め、地域住民で組織する団体と協力してあす
みが丘地区内の公園花壇の整備や維持管理を
行った。

平成22年度

あすみが丘地区
の公園整備予定
地内の花壇管
理、花苗育成等
（通年）

あすみ
イース
ト・ガー
デンクラ
ブ

花壇計画及び
管理作業の協
力、資材等の
提供、広場・
記録など

公園内使用許
可、会議室貸
出、作業協力

0
都市局
緑公園緑地事務
所

46
昭和の森ビ
オトープの
会

千葉市の原風景である里山や谷津田が残され
た昭和の森の自然環境を守り続けるため、千
葉県自然観察指導員協議会と協力して、生態
系ゾーンの一部を自然のビオトープとして保
全・管理した。

平成23年度

毎月2回程度、昭
和の森ビオトー
プ（田んぼ）の
管理作業を実施

千葉県自
然観察指
導員協議
会

ビオトープ管
理作業、人員
募集、運営事
務局、広報な
ど

資機材・役務
等の提供、広
報、会議室貸
出

0
都市局
緑公園緑地事務
所

47
おゆみの道
緑とせせら
ぎの会

優れた緑と水辺の環境を維持向上させるため
に、市民団体と協力して、おゆみの道の清
掃・観察を行った。

平成24年度

おゆみの道及び
水路における月1
回以上の清掃活
動、自然観察会
（月1回）、樹名
板の設置（月1
回）など

おゆみの
道　緑と
せせらぎ
の会

チラシ、ポス
ターの作成・
配布、住民参
加の企画調
整、清掃作業
の準備・実
施、日常点検
など

資料、資材及
び会議室・清
掃用具保管場
所の提供、広
報活動に係る
連絡調整、ご
みの回収・処
理など

177
都市局
緑公園緑地事務
所

48

地域住民に
よる稲毛海
浜公園の樹
木管理

海浜公園の環境維持及び公園に対する愛着心
の醸成を図るため、地域住民と協力して樹木
の剪定や伐採等の維持管理を行った。

平成23年度 週2回
まつかぜ
クラブ

園内樹木の剪
定、清掃等

技術指導及び
活動に係る道
具の貸出

0
都市局
美浜公園緑地事
務所

38



39

協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

49
都川水の里
公園整備事
業

千葉県が整備している多目的遊水地を活用
し、水辺に親しむ総合公園を整備するに当た
り、地元小学校の児童、地域住民、市民団体
と協力して、田んぼづくりや野草の調査、種
の採取等を実施した。

平成19年度

田んぼづくり:7
回
野草の調査、種
の採取等:随時

地元小学
校
地域住民
募集によ
り集まっ
た一般市
民
市民団体

田んぼづくり
管理運営に関
する意見交
換・助言

田んぼづく
り、会場の確
保、
広報、
運営全般

516
都市局
公園建設課

50
花島公園整
備事業

花島公園の中で未整備となっている緑園ゾー
ンを早期に利用できるようにするため、地域
住民と協力して、住宅団地に隣接して残され
た貴重な樹林地に、散策路等を手づくりする
「緑園づくり」を実施した。

平成23年度 毎月1回以上

地域住民
募集によ
り集まっ
た一般市
民

緑園づくり
緑園づくり、
広報、
運営全般、

82
都市局
公園建設課

51
動物公園花
壇管理

参加と協働による園運営を促進するため、ボ
ランティア団体と協力して、園内の花壇管理
を行った。

平成24年度
年間23回
1回当り約7人

HANA⁺
花苗の育成・
調達・花壇へ
の植付

花壇の場所の
提供・地ごし
らえ

0
都市局
動物公園

52

動物解説・
園内ガイド
ボランティ
ア

来園者の満足度の向上を図り、動物に対する
関心をより高めるために、動物公園ボラン
ティアと協力し、動物公園の案内やイベント
の補助、動物の解説等を行った。

平成25年度
4～3月、延べ915
人

千葉市動
物公園ボ
ランティ
ア

来園者へ施設
や動物の案
内・解説を行
うとともに、
イベント開催
時のスタッフ
として活動

動物等の情報
提供・ﾎﾞﾗﾝﾃｨ
ｱ講習会の開
催等

124
都市局
動物公園

53
エサの収穫
等体験学習

自然・農業・動物との関わりや大切さを学ぶ
ため、事業者と協力して、当園の飼育動物の
エサとして育てている牧草を自ら収穫し、動
物たちに与える体験学習の他、飼育動物に関
する教育普及活動を実施した。

平成26年度 11月　1回40人
㈱中央牧
草セン
ター

チラシ、ポス
ターの作成・
配布、参加の
企画調整、誘
導、青草収穫
体験実施など

動物へのエサ
やり体験や、
動物ガイドの
実施

0
都市局
動物公園
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54
花のあふれ
る道づくり
事業

花のあふれる親しみのある道づくりを目指す
ため、地元商店会や町内自治会などと協力し
て、各区の主要な駅前広場に設置したプラン
ターの花の管理及び定期的な花の植付け作業
を実施した。

平成14年度
JR蘇我駅他11箇
所

蘇我駅周
辺を美し
くする会
他

散水や花の手
入れ

プランターや
ベンチの提
供、管理補助

10,089
建設局
維持管理課

55
こてはし台
調整池の水
辺づくり

調整池の多目的利用の一つとして、市民が親
しめる水辺となるようにするため、地元町内
自治会と協力して、調整池内の草刈、清掃な
どの維持管理を行った。

平成20年度

年2回（5月、10
月）
参加者数延べ150
人

こてはし
台調整池
水辺を守
る会

清掃・施錠 除草・施錠 100
建設局
下水道維持課

56

せせらぎと
心をいやす
中溝花街道
の実現

水路の暗渠化に伴う上部の有効利用として、
市民が親しめる水辺となるようにするため、
地元町内自治会と協力して、せせらぎ水路の
清掃などの維持管理を行った。

平成20年度

年4回（5月×2、
7月、11月）
実施参加者数延
べ28人

鶴沢町自
治会

清掃・軽微な
修繕作業

施設の修繕・
改良・改築

0
建設局
下水道維持課

57

中央区自主
企画事業
中央区ふる
さとまつり

区民意識の醸成や地域の活性化を推進するた
め、まつりの実行委員会に対し、まつりに係
る経費を補助するとともに、実行委員会と協
力して「ふるさとまつり」を開催した。

平成5年度

10月に開催
来場者数
115,00人
実行委員数　48
人

中央区ふ
るさとま
つり実行
委員会

事業の実施
補助金の交
付、実行委員
会事務局

3,230
中央区役所
地域振興課

58

中央区自主
企画事業
ガーデニン
グボラン
ティア

花を通じて区民意識と連帯感の醸成を図るた
め、区役所庁舎内にガーデニングに必要なプ
ランターと水の提供を行い、ボランティアと
協力して、花苗の植え替えや管理を行った。

平成22年度
通年実施
団体数：2団体

千葉ＹＭ
ＣＡ、
ガーデニ
アクラブ

区役所前のプ
ランター管理

水とプラン
ターの提供

20
中央区役所
地域振興課

59

中央区自主
企画事業
中央区防災
マップ作成
事業

大規模災害発生時に、区民が状況に応じて速
やかに避難を開始することができるように、
地域住民と協力して、地震や浸水など災害に
応じた安全安心な自主防災マップを作成し
た。また、マップ作成に必要な資料等を提供
するとともに講座を開催した。

平成24年度

7～12月に8団体
で実施
計約10,000枚の
配付を実施

中央区内
の町内自
治会、自
主防災組
織

現地調査、
マップ作成

アドバイザー
の派遣、マッ
プの印刷

421
中央区役所
地域振興課

60

花見川区自
主企画事業
花見川区民
まつり

区民相互の協調と親睦、区民意識の醸成及び
高揚を図り、地域の発展に寄与するため、町
内自治会等と協力して、花島公園をメイン会
場として舞台演奏、フリーマーケットなどの
様々な催しを開催した。

平成5年度

10月開催
実行委員284人
出演者等167団体
来場者数52,500
人

町内自治
会等

企画、運営 運営補助 3,150
花見川区役所
地域振興課
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61

花見川区自
主企画事業
花見川どっ
とｃｏｍ！

若者視点での新たな区の魅力を発見するた
め、学生を中心としたグループと協力して区
内資源の発掘を行い、ソーシャルメディアを
利活用し、魅力を発信した。

平成25年度

通年実施
東京情報大によ
る講義、犢橋高
校による活動等
参加者数延べ約
30人

東京情報
大学、犢
橋高校

講義、情報収
集・発信、活
動報告等

運営補助、広
報

181
花見川区役所
地域振興課

62

花見川区自
主企画事業
朝市＆花カ
フェ

区民が交流する憩いの場を創出するために、
千葉市園芸協会、社会福祉法人栗の木等と協
力して、市内で生産される農産物等に触れる
機会を提供するとともに、オープンカフェを
実施した。

平成25年度

年12回（毎月第2
日曜日）
参加者数延べ約
180人

千葉市園
芸協会、
社会福祉
法人栗の
木ほか

出店
運営補助、広
報

40
花見川区役所
地域振興課

63

稲毛区自主
企画事業
稲毛区民ま
つり

区民相互の交流、ふれあいによる地域の活性
化と区民意識を醸成するため、まつりの実行
委員会に対し、まつりに係る経費を補助する
とともに、実行委員会と協力して区民まつり
を開催した。

平成5年度

10月実施
実行委員34人
来場者数：延べ
40,000人

稲毛区民
まつり実
行委員会

まつりの企
画・当日の運
営

運営補助 3,780
稲毛区役所
地域振興課

64

稲毛区自主
企画事業
セーフティ
マップ

防災・防犯に関する災害危険箇所、避難場所
等の地域情報を調査・収集し、地域住民と協
力して、セーフティマップを作成した。ま
た、セーフティマップの作成に必要な物品の
支給を行った。

平成23年度
3団体でマップの
修正を実施

町内自治
会、自主
防災会な
ど

マップの現地
調査

マップの修
正、プリント
アウト

58
稲毛区役所
地域振興課

65
稲毛区花プ
ロジェクト

区民主体の街づくりに対する意識の醸成を図
るため、区民から募った写真で花の写真展を
開催するほか、ボランティア団体と協力し
て、区役所のプランターの維持・管理を行っ
た。

平成26年度

（花の写真展）
申請数57・申請
枚数103・写真展
回数1
（ガーデニング
ボランティア）
申請団体数1

（ガーデ
ニングボ
ランティ
ア）
知的障碍
者授産施
設「で
い・さく
さべ」

写真の提供
植栽の管理

写真の掲示場
所、植物の種
やプランター
の提供など、
環境の整備

13
稲毛区役所
地域振興課
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66

若葉区自主
企画事業
まちづくり
に対する意
識向上

区民一人ひとりのまちづくりへの参加意識を
高める啓発と支援を行うため、町内自治会と
協力して、「まちづくり支援システム」を活
用し、将来の地域（町丁別）の人口構成等の
情報を発信するとともに、地域で取り組んで
いる支え合い活動などの好事例を紹介した。

平成23年度

説明会開催件数
30回

新規支え合い結
成団体5団体

町内自治
会

支え合い活動 説明会を開催 50
若葉区役所
地域振興課

67

若葉区自主
企画事業
若葉区の魅
力伝承

区民一人ひとりが若葉区の豊かな自然環境や
歴史・文化など貴重な地域資源の魅力を再認
識し、区の魅力が伝承されるようにするた
め、区民と協力して、若葉区の情報を発信す
る体制を構築した。

平成23年度

魅力提供サポー
ター任命22人
中学生が作る
ページの作成5校
魅力発見サイク
リング 11月23人
魅力再発見
ウォーキング 3
月13人

若葉区民

ＨＰの作成
魅力発見サイ
クリング、
ウォーキング
の開催

ＨＰの作成支
援
魅力発見サイ
クリング、
ウォーキング
の実施

104
若葉区役所
地域振興課

68

若葉区自主
企画事業
若葉区民ま
つり

区民相互の交流、ふれあいによる地域の活性
化と区民意識の醸成を図ることで区の特性を
活かした魅力あるまちづくりを推進させるた
めに、まつりの実行委員会に対し、まつりに
係る経費を補助するとともに、実行委員会と
協力して区民まつりを開催した。

平成5年度

11月実施
実行委員　64人
来場者数約1,000
人

若葉区町
内自治会
連絡協議
会、青少
年育成委
員会、若
葉区体育
指導委員
連絡会、
日本赤十
字奉仕団
等

若葉区民まつ
りの実施、運
営

若葉区民まつ
りに関する事
務、事前準
備、実施運営
の補助

1,615
若葉区役所
地域振興課

69

緑区自主企
画事業
緑区合同パ
トロール

地域住民の防犯意識の高揚を図るため、町内
自治会、防犯パトロール隊、千葉南警察署と
協力して、パトロールを実施した。

平成25年度

年3回（10月、2
月、3月）実施
参加者数延べ77
人

町内自治
会
防犯パト
ロール隊

パトロール 企画・立案 88
緑区役所
地域振興課
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70

緑区自主企
画事業
緑区ふるさ
とまつり

区の特性を活かした魅力あるまちづくりのた
めに必要な区民相互の交流、ふれあいによる
地域の活性化と区民意識の醸成を図るため
に、まつりの実行委員会に対し、まつりに係
る経費を補助するとともに、実行委員会と協
力して、区民まつりを開催した。

平成5年度

11月実施
実行委員64人
来場者数52,000
人

緑区ふる
さとまつ
り実行委
員会

まつりの企
画・立案・運
営

補助金の交付
及び実行委員
会の事務局

3,000
緑区役所
地域振興課

71

美浜区自主
企画事業
美浜区安全
会議

安全安心な市民生活を確保するため、行政、
警察、区民で構成する安全会議を開催し、警
察からの犯罪情報を基に、犯罪状況を認識
し、市民と協力して防止対策を検討し、実施
した。

平成22年度

年2回（7月、1
月）実施
参加者数延べ43
人

町内自治
会代表者

会議への参
加、犯罪防止
対策の検討

会議の主催 99
美浜区役所
地域振興課

72

美浜区自主
企画事業
美浜区人財
バンク

地域での市民活動を促進するため、長年蓄積
されてきた知識や経験・特技を「地域に役立
てたい」と考えている個人や団体と地域の
ニーズにあった人材と協力して区役所で人材
のコーディネートを行った。また、人財バン
クの活用のきっかけづくりとして、人財バン
ク登録者を講師とした「人財バンク活用講
座」を開催した。

平成24年度

コーディネート3
件
人財バンク活用
講座を2月に6回
開催（参加者数
87人）

区民
知識・経験・
技能等の提供

地域のニーズ
と人材のコー
ディネート

161
美浜区役所
地域振興課

73

美浜区自主
企画事業
こども防災
体験

住民の自助の意識を育み、災害に強いまちづ
くりを目指すため、町内自治会やボランティ
ア団体等と協力して、親子で防災体験を共有
できる機会を提供した。

平成24年度

こども防災教室
を
10月に実施
参加者数39人

真砂西小
学校の児
童とその
親

防災教室への
参加

起震車・煙ハ
ウス・ＡＥＤ
等の防災体験
の実施

46
美浜区役所
地域振興課

74

美浜区自主
企画事業
安心カード
の配付

一人暮らしの高齢者が増加する中で、急病の
場合など緊急時でも救急隊に必要情報が伝え
られるようにするため、民生委員や児童委員
と協力して、既往症・かかりつけ医・緊急連
絡先等を記載することができる安心カードを
配付した。

平成25年度 配付544人 民生委員
安心カードの
配付

安心カードの
用意

140
美浜区役所
地域振興課
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75

美浜区自主
企画事業
美浜区民
フェスティ
バル

地域の活性化と区民意識の醸成を図り、もっ
て区の特性を活かした魅力あるまちづくりに
寄与することを目的として、フェスティバル
の実行委員会に対し、開催に必要な経費を補
助するとともに、実行委員会と協力して区民
フェスティバルの準備をした。

平成5年度 荒天のため中止

美浜区民
フェス
ティバル
実行委員
会

区民フェス
ティバルの企
画、立案、実
施

実行委員会の
事務局

3,060
美浜区役所
地域振興課

76

美浜区自主
企画事業
美浜区魅力
発見ウォー
キング
＆マップ作
成

市民の区への愛着を深め、美浜区の魅力を広
く周知するために、市民参加による魅力発見
ウォーキングを実施し、その後、参加者と協
力して、主だったスポットをウォーキング
コースとともにマップとして作成し、広くＰ
Ｒした。

平成24年度
年2回(12月)実施
参加者数54人

美浜水曜
会

ウォーキング
コースの作
成、マップ内
容についての
助言

ウォーキング
の実施、マッ
プ作成

131
美浜区役所
地域振興課

77
応急手当イ
ンストラク
ター

応急手当の普及啓発を図るため、救命講習会
の指導資格を持つ応急手当普及員と協力し
て、市民を対象とした救命講習会を開催し
た。

平成23年度

通年 年間60回
応急手当インス
トラクター延べ
274人
講習会参加者数
延べ2,263人

応急手当
インスト
ラクター

応急手当の指
導協力

応急手当イン
ストラクター
証・ベストの
貸与、報償費
支給

70
消防局
救急課

78
青葉病院ボ
ランティア
事業

来院者の負担軽減のために、市民ボランティ
アと協力し、患者等の案内、誘導、歩行困難
者への補助を実施した。

平成19年度
週3回
参加者数延べ98
人

市民ボラ
ンティア

患者案内
休憩場所の提
供、エプロン
貸与

0
病院局
青葉病院
事務局

79
海浜病院ボ
ランティア
事業

来院者の負担軽減のために、市民ボランティ
アと協力し、受付や会計などの案内・誘導、
歩行困難者への補助、入院患者清拭用タオル
の折り畳み作業、車椅子の簡易的な保守・整
備等を実施した。

平成7年度

案内等:週4日
タオル畳み:週2
日
車椅子整備:月1
日実施
参加者数延べ：
約936人

ボラン
ティアみ
はま

患者案内･誘
導、歩行介助
及び車椅子補
助･整備など

ジャンバー・
ポロシャツ・
エプロンの貸
与、作業ス
ペースの提供

0
病院局
海浜病院
事務局
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80
学校支援地
域本部推進
事業

学校・家庭・地域が一体となって地域ぐるみ
で子どもを育てる体制を整えるために、地域
教育協議会を設置し、その企画立案のもと、
地域、保護者等のボランティアと協力して、
学習支援や環境整備支援、児童生徒の登下校
時の見守り等の学校支援を行った。

平成25年度

地域教育協議会
小学校：5月、7
月、9月、11月、
2月に開催
中学校：8月、10
月、12月、2月に
開催
ボランティア協
力者数延べ517人

地域教育
協議会
保護者、
地域ボラ
ンティア

学習支援、環
境整備支援、
安全見守り支
援等

学習機器の貸
出
学校便り等で
の広報

223
教育委員会
学事課

81

学校・家
庭・地域連
携まちづく
り推進事業

子どもの地域に対する愛情を育むため、各中
学校区の学校関係者、保護者代表、地区内教
育関係者、児童生徒代表により編成されたま
ちづくり推進会議と協力して、植栽活動や地
域美化活動等特色ある地域活動を行った。

平成5年度

各中学校区毎に
実施（年間を通
して行う事業、
年1～3回実施す
る事業等内容・
地域の実態に合
わせて実施）、
参加者数延べ
92,049人

ＰＴＡ、
育成委員
会、自治
会・町内
会、ボラ
ンティア
団体

花いっぱい活
動、クリーン
活動、文化交
流事業、挨
拶・防犯運動
等

ごみ袋支給、
ごみの回収、
傷害保険加入

708
教育委員会
指導課

82
長柄げんき
キャンプ

特別支援学級と特別支援学校の児童生徒の生
きる力や社会性・自主性を育むために、ボラ
ンティアと協力して、宿泊体験行事におい
て、体験活動の補助、身辺自立のための支援
を行った。

平成17年度

市内小中特別支
援学校108校の児
童生徒911人が参
加

ボラン
ティア
（主に市
内在学の
大学生）

特別な支援を
要する児童生
徒の指導補助
活動

報償費及び宿
泊に係る費用
の支出

3,313
教育委員会
指導課

83
中学校運動
部活動指導
者派遣事業

運動部活動の多種目化、技術の専門性へ対応
するために、専門的な技術を持った市民と協
力して、運動部活動の指導者を中学校に派遣
した。

平成4年度
35校に60人を派
遣

市民

部を担当する
教員とともに
生徒の実技指
導及び助言の
実施

指導者のス
ポーツ安全保
険への加入手
続等の実施

2,511
教育委員会
保健体育課
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84
小学校プー
ル管理補助
員派遣事業

児童の水泳指導を安全かつ衛生的な環境の下
で行うため、小学校の水泳指導期間中に、地
域住民と協力して、プール管理業務の補助等
を行った。

昭和59年度
31校に31人を派
遣

地域住民
水質管理、
プールサイド
の整理整頓等

管理補助員の
スポーツ安全
保険への加入
手続等の実施

530
教育委員会
保健体育課

85
子供たちの
学校生活へ
の復帰支援

不登校の子どもたちの不安や悩みを解消し、
学校生活への復帰を手助けするため、教員志
望の学生等と協力して、学習支援やスポーツ
援助などを行った。

平成15年度

適応指導教室、
通年、
通級者115人、ボ
ランティア4人
ジョイントキャ
ンプ、10月・2
月、参加者数述
べ72人、ボラン
ティア合計16人

教育センターで
のグループ活
動、通年、通級
者41人、ボラン
ティア10人
家庭訪問相談
員、通年、派遣
数78件

教員志望
又は心理
学を専攻
する千葉
大学等の
大学生や
卒業生

学習支援及び
スポーツ援助

学習支援及び
スポーツ補
助、
ボランティア
の指導監督及
び報償費、適
応指導教室や
教育センター
内のグループ
活動の管理・
運営

適応指導
教室管理

運営
298

教育セン
ター教育

相談
24

教育委員会
教育センター学
校支援室

86

障害のある
子どもの学
校生活サ
ポート

市立の小・中学校の通常の学級に在籍する肢
体不自由児や難聴児等の学校生活を支援する
ため、大学生等のボランティアと協力して、
必要な介助や援助を行った。

平成18年度
ボランティア17
人
派遣回数424回

社会人
大学生

肢体不自由児
や難聴児への
移動補助・水
泳・トイレ介
助ノートテイ
クなど

ボランティア
の派遣

228
教育委員会
養護教育セン
ター

87
長柄ハッ
ピーキャン
プ

養護教育センターのグループ活動に参加する
児童や通級指導教室に通級する児童を対象
に、社会性を高めることを目的に実施する集
団宿泊学習において、大学生等のボランティ
アと協力して、集団活動の支援や体調管理の
補助を行った。

平成17年度

年1回（10月）実
施
2泊3日　参加者
数33人
ボランティア30
人

社会人
大学生

宿泊体験学習
の補助

宿泊体験学習
の企画・運営

246
教育委員会
養護教育セン
ター
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88
科学都市戦
略の推進

科学・技術を身近に感じることができる環境
を整備するため、企業や大学、ＮＰＯや任意
団体などと協力して、科学フェスタを中心と
した科学関連事業を実施した。

平成23年度

科学ﾌｪｽﾀﾒｲﾝｲﾍﾞﾝ
ﾄ開催（10月に2
回開催）来場者
数16,362人
ｻﾃﾗｲﾄｲﾍﾞﾝﾄ開催
科学ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ、
科学都市戦略専
門委員から市民
向けﾒｯｾｰｼﾞ発表

企業、大
学、ＮＰ
Ｏ、市民
団体

科学ﾌｪｽﾀへの
ブース出展、
実行委員会へ
の参加

事業開催 2,064

教育委員会
生涯学習振興課
経済農政局
経済企画課

89
公民館主催
事業への協
力

市民の学習ニーズを反映させるとともに、市
民の学習成果の活用の場とするため、公民館
が主催する各種事業の企画、運営を、ボラン
ティア団体等と協力して実施した。

昭和28年度
779事業
延べ受講者数
42,234人

公民館利
用団体、
地域住民
等

公民館主催事
業の企画・運
営等への協力

公民館主催事
業の企画・運
営及び必要経
費の支払い

6,256
教育委員会
各公民館

90
子どもリー
ダー講習会

子ども会会員の高学年児童をリーダーに育成
するために実施する講習会の企画、運営、演
習実技の指導等を、子ども会リーダー組織と
協力して行った。

平成12年度

年1回（6月）実
施
参加児童延べ20
人

みなみ
リーダー
ズクラブ

企画・運営へ
の協力

企画・運営及
び必要経費の
支払い

14
教育委員会
南部児童文化セ
ンター

91
加曽利貝塚
解説ボラン
ティア

来館者の理解を深めるため、解説ボランティ
ア養成講座を修了した登録ボランティアと協
力して、施設及び展示の解説、体験学習など
の教育普及事業を実施した。

平成15年度

博物館の展示解
説や案内、体験
学習指導にのべ
1,800人余りのボ
ランティアが活
動。
施設及び展示の
解説:624件

加曽利貝
塚ガイド
の会

企画、準備、
調整、解説、
指導

工作機械等の
貸出、事業の
広報活動、事
業準備

40
教育委員会
加曽利貝塚博物
館

92
郷土博物館
展示解説ボ
ランティア

来館者の理解を深めるため、展示解説ボラン
ティア養成講座を修了した登録ボランティア
と協力して、博物館の展示解説を行った。

平成15年度 通年1821回
展示解説
ボラン
ティア

展示解説
展示シート等
用意

0
教育委員会
郷土博物館

93
市史編さん
事業

博物館収蔵の史料の整理を進めるため、市史
協力員として登録された市民と協力して、市
史編さん業務のうち史料の基礎整理や新聞記
事データベース入力等の補助的作業を行っ
た。

平成19年度 通年177回
　
市史協力
員

史料整理
目録用紙整理
封筒等の用意

0
教育委員会
郷土博物館
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

94
ボランティ
アによる講
座の開催

青少年の健全な育成のために、前年のイン
ターンシップ時に企画した在学青少年対象の
各種講座を、大学生ボランティアと協力して
自主的に開催した。

平成20年度
年1回（8月）、
実施参加者数6人

平成25年
度イン
ターシッ
プ大学生

小学生との工
作

美術室の貸
与、工作実習
の監督

0
教育委員会
南部青少年セン
ター

95

ゆめチャレ
ンジ支援プ
ロジェクト
事業

大学生のボランティアと協力し、南部青少年
センターを利用している演劇や音楽などの団
体・個人の学習成果発表と異世代交流を目的
に実施する「ゆめチャレンジ事業」の企画・
運営を行った。

平成25年度
年1回（1月）
参加者数延べ824
人

淑徳大学
生ボラン
ティア

企画・実施 事務局対応 0
教育委員会
南部青少年セン
ター

96
子ども読書
まつり

子どもに読書への関心を持ってもらうために
ボランティア団体等と協力して、各図書館が
行う子ども読書まつり関連イベントを実施し
た。

平成16年度

9月・10月（4
回）打瀬分館
10月みやこ図書
館
10月白旗分館
10月中央・花見
川団地分館・若
葉図書館
11月花見川図書
館・稲毛図書
館・泉分館・緑
図書館・あすみ
が丘分館
11月西都賀分館

11月美浜図書館
計13館で実施
94イベント参加
者数延べ9,372人

地域おは
なしボラ
ンティ
ア、千葉
市文庫連
絡協議
会、と
しょかん
ふれんず
千葉市、
ＮＰＯ法
人郷土ち
ばに親し
む会

イベント実
施、イベント
補助

事業開催 0
教育委員会
中央図書館
情報資料課
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協働相手側 市側

事業の実績

協働相手について

団体名な
ど

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課役割分担

市事業費
（千円）

97
地域おはな
しボラン
ティア活動

子どもに読書への関心を持ってもらうため
に、地域おはなしボランティア養成講座を修
了した登録ボランティアと協力し、市内各機
関等からの要請に基づき、子どもたちへの読
み聞かせなどを行う各種の｢おはなし会｣を実
施した。

平成17年度

通年
活動場所　56か
所
活動回数　205回
活動人数　670人
（中央館・地区
図書館計7館で集
約）

地域おは
なしボラ
ンティア

わらべうた・
絵本の読み聞
かせ・素話等
の実施

活動場所・日
程の調整
スキルアップ
研修の実施

0
教育委員会
中央図書館
情報資料課

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・がん集団検診時の子どもの見守り

・河川敷等での花の種まきと苗の植栽

※実施計画に掲載した下記の項目については事業の内容が「支援・補助」に該当するため、そちらに掲載させていただきました。

・花のあふれるまちづくり事業（花いっぱい市民活動推進事業として掲載）

・若葉区自主企画事業花のあふれるまちづくり

・美浜区自主企画事業花のあふれるまちづくり

※実施計画に掲載した、「適応指導教室管理運営」と「教育センター教育相談」については、実情把握の上、「子供たちの学校生活への復帰

支援」にまとめさせていただきました。
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(４)支援・補助

1
自主防災組織
育成

自主防災組織の育成や活動の促進を図るため、組織の新規設置、
防災資機材の購入および賃借、防災訓練の実施に対し助成した。
根拠要綱等：自主防災組織助成要綱、自主防災組織育成指導要綱

昭和54年度

設置助成
17団体
資機材購入
105団体
活動助成
31,106人

自主防災
組織

9,936

総務局
防災対策課
各区役所
地域振興課

2
町内自治会連
絡協議会運営
補助

地域社会における住民自治組織の振興及び育成を図るため、市内
町内自治会に係る諸問題の協議などを行う千葉市町内自治会連絡
協議会の運営に対して、補助金を交付した。
根拠要綱等：町内自治会連絡協議会運営補助金交付要綱

昭和33年度 1団体

千葉市町
内自治会
連絡協議
会

9,350

市民局
市民自治推進課
各区役所
地域振興課

3

地区コミュニ
ティづくり懇
談会運営補助
事業

コミュニティづくり活動を促進するため、概ね中学校区を範囲と
した地域で活動する町内自治会・NPO・企業・大学などの諸団体
で組織する地区コミュニティづくり懇談会の運営に対して、補助
金を交付した。
根拠要綱等：地区コミュニティづくり懇談会運営補助金交付要綱

昭和54年度 20団体

地区コ
ミュニ
ティづく
り懇談会

1,000

市民局
市民自治推進課
各区役所
地域振興課

4
防犯アドバイ
ザー派遣

市民の自主的な防犯活動を支援するため、市民団体等に対して、
防犯に関して専門的な知識や経験を有する防犯アドバイザーを派
遣した。
根拠要綱等：防犯アドバイザー派遣実施要綱

平成18年度 12団体 自治会等 180
市民局
地域安全課

5
防犯パトロー
ル隊支援物品
配付事業

地域の防犯活動の一環として、防犯パトロールを実施している団
体及びこれから実施しようとする団体に対して、活動に必要な物
品を配付した。
根拠要綱等：防犯パトロール隊支援物品配付要綱

平成16年度 15団体
防犯パト
ロール隊

661

市民局
地域安全課
各区役所
地域振興課

6
文化活動支援
事業

本市の芸術文化の振興を図る上で有益であると認められる事業に
ついて、共催・後援を実施し、広報の協力、会場の確保、負担金
の交付などを行った。

昭和40年代

共催・後援
等事業153事
業参加者数
403,596人

文化団体 837
市民局
文化振興課

　市民が自発的・自主的に行う事業に対し、市が物的支援や財政的支援などを行うものです。

事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

7
芸術文化振興
事業補助

市民の芸術文化事業への参加を促進するとともに、文化活動を育
成・支援するため、市内で活動する芸術文化団体が実施する文化
事業を公募し、芸術文化団体に対して補助金を交付した。

平成26年度
4団体
参加者数
5,870人

文化団体 2,200
市民局
文化振興課

8
ボランティア
電話相談員研
修事業

24時間電話相談を行う｢いのちの電話｣に従事するボランティア電
話相談員の養成及び資質向上のために実施する研修に対し、補助
金を交付した。
根拠要綱等：社会福祉法人ボランティア電話相談員研修費補助金
交付要綱

平成14年度

参加者数：
130人
実施月：5～
3月

ボラン
ティア団
体

500
保健福祉局
地域福祉課

9
自死遺族支援
事業

自殺者の遺族の心のケアを行うため、自死遺族を支援する団体が
行う遺族グループ会議の運営やボランティアの養成等の諸活動に
対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：自死遺族支援事業補助金交付要綱

平成21年度

参加者数：
10人
実施月：12
～3月

ボラン
ティア団
体

103
保健福祉局
地域福祉課

10
エイズ対策促
進事業

感染者や患者などに対する相談活動及びエイズの正しい知識の普
及、啓発のため、ボランティアグループに対し、事務室を無償貸
与した。

平成10年度 1団体

ボラン
ティア団
体「エイ
ズサポー
ト千葉」

0
保健福祉局
健康企画課

11 育児支援事業
子育ての不安等の軽減及び母子の健全育成のため、市民の育児
サークルに対し、保健師等の派遣による育児相談や情報提供など
の人的支援を行った。

平成11年度

育児サーク
ル
年間398回
参加者数
12,012人

市民運営
の育児
サーク
ル、社会
福祉協議
会地区部
会

0
保健福祉局
健康支援課

12
ふれあい食事
サービス事業

高齢者の心身の健康保持及び社会参加の促進を図るため、町内自
治会・民生委員・老人クラブ等、地域住民で構成される市社会福
祉協議会地区部会が行う会食等の事業に対し、補助金を交付し
た。
根拠要綱等：社会福祉法人千葉市社会福祉協議会ふれあい食事
サービス事業実施要綱、千葉市社会福祉協議会補助金交付要綱

昭和58年度
3つの実施形
式で13,708
食を提供

市民 7,893
保健福祉局
高齢福祉課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

13
地域見守り活
動支援事業

一人暮らしの高齢者等が、いつまでも住みなれた地域で安心して
暮らし続けることができるようにするため、高齢者の見守りにつ
ながる地域活動を行う団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：千葉市地域見守り活動支援補助金交付要綱

平成23年度 8団体 自治会等 1,200
保健福祉局
高齢福祉課

14
精神保健福祉
ボランティア
活動への支援

精神疾患や精神障害者に対する市民の理解を深めることや精神障
害者等の社会復帰を支援するため、ボランティア団体に対し、保
健師の派遣、研修の実施等により相談への対処や運営のための専
門的、技術的な支援を行った。

平成13年度

保健師派遣1
団体延べ35
人
参加者数14
人

ボラン
ティア団
体

0
保健福祉局
こころの健康センター

15
プレーリーダー
派遣業務

子どもたちが自分の責任で自由に遊ぶことをモットーにした遊び
場であるプレーパークを開催する市民団体に対し、子どもの興味
や関心を引き出し、時には子どものよき相談相手にもなるプレー
リーダーを派遣した。

平成26年度 55回

(特非）
プレイフ
ルエン
タープラ
イズわか
ば

687
こども未来局
こども企画課

16
青少年育成委
員会活動事業

各中学校区青少年育成委員会が実施するレク活動や非行防止活
動、地域の環境浄化活動、こどもたちが緊急に避難できる「こど
も110番のいえ」に協力する家庭や事業所の拡大推進等の青少年
健全育成のための各事業に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和34年度 55団体
ボラン
ティア団
体

14,682
こども未来局
健全育成課

17
青少年相談員
連絡協議会活
動事業

地域社会での青少年健全育成活動の積極的な推進を図るため、青
少年相談員連絡協議会が行う標語コンクール、青少年のつどい大
会等の各種事業に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和38年度
1団体
参加者数532
人

ボラン
ティア団
体

5,054
こども未来局
健全育成課

18
青少年補導員
連絡協議会活
動事業

青少年の非行防止と健全な育成を推進するため、青少年補導員連
絡協議会が行う全体研修会、環境浄化促進活動などの各種事業に
対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：青少年健全育成事業補助金交付要綱

昭和46年度
1団体
補導員数199
人

ボラン
ティア団
体

452
こども未来局
青少年サポートセンター

19
地域環境保全
自主活動補助

地域に根ざした市民の自主的な環境保全活動を支援、育成するた
め、環境保全活動を行う団体に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：地域環境保全自主活動事業補助金交付要綱

平成2年度 2団体
ボラン
ティア団
体

40
環境局
環境保全課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

20
生ごみ資源化
アドバイザー
派遣

生ごみの減量及び資源化推進のため、町内自治会、学校、市民活
動団体、事業者に対し、アドバイザーを派遣し、助言や技術指導
等を行った。
根拠要綱等：生ごみ資源化アドバイザー派遣事業実施要綱

平成17年度 22団体
アドバイ
ザー登録
者

168
環境局
廃棄物対策課

21

大学生生ごみ
減量ボラン
ティアグルー
プ「ちばくり
ん」

ごみの分別・減量を啓発するため、市内大学間の横断的なごみ減
量のためのボランティアグループである「ちばくりん」の活動に
対し、ごみ減量啓発活動で使用する啓発ちらしや啓発品等を作成
した。

平成23年度 30人
大学生ボ
ランティ
ア

384
環境局
廃棄物対策課

22
美しい街づく
り活動支援

地域の美化推進のため、自発的に散乱ごみの収集やポイ捨て防止
の指導、啓発活動等を定期的に行う団体や個人に対し、清掃用具
等を支援した。
根拠要綱等：美しい街づくりに係る活動支援要綱

平成12年度 495団体

町内自治
会、ボラ
ンティア
団体等

771

環境局
廃棄物対策課
各区役所
地域振興課

23
高齢者等ごみ
出し支援事業
補助金

ごみ出しが困難な一人暮らしの高齢者や障害者等の世帯を支援す
るため、これらの世帯のごみ出し支援を自主的に行う団体に対し
て、補助金を交付した。
根拠要綱等：千葉市高齢者等ごみ出し支援事業補助金交付要綱

平成25年度 27団体

町内自治
会、マン
ション管
理組合等

777
環境局
収集業務課

24 集団回収

ごみ減量、再資源化の一層の推進のため、町内自治会、子ども会
等の地域団体が自主的に行う古紙、布類の資源回収活動に対し、
回収量等に応じて補助金を交付するとともに、保管庫等を貸与し
た。
根拠要綱等：資源回収促進奨励補助金交付要綱

平成2年度

団体数
706団体
回収量
15,028t

町内自治
会、子ど
も会、老
人会等、
20世帯以
上の有志
の団体の
うち、市
に登録し
た団体

33,428
環境局
収集業務課

25
千葉都心イル
ミネーション

中心市街地の活性化を図るために、地元商店街や関係団体で組織
する実行委員会が行う事業に対し、経費の一部を支援するととも
に、助言を行った。

平成2年度 1団体

千葉都心
イルミ
ネーショ
ン実行委
員会

7,000
経済農政局
産業支援課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

26
地域で取組む
農村環境保全
事業

農業、農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るため、地域内
の農業者が共同で取り組む農地の草刈りや水路の泥上げなどの地
域活動に対し、補助金を交付した。

平成19年度 6団体

農業者及
び住民な
どで構成
される活
動組織

2,143
経済農政局
農政課

27
都市景観デザ
イン市民団体
支援

都市景観の形成を推進するため、都市景観の向上を目指す活動を
自主的、継続的に行う市民団体に対し、アドバイスを行った。
根拠要綱等：都市景観条例、都市景観条例施行規則

平成9年度 2団体

都市景観
デザイン
市民団体
に認定し
た団体

0
都市局
都市計画課

28
景観形成推進
地区活動団体
支援

良好な景観の形成を推進するため、重点的・先導的な景観形成を
図る景観形成推進地区の指定に向けて活動する団体に対し、アド
バイスを行った。

平成22年度 1団体

景観形成
推進地区
の指定に
向けて活
動する団
体

0
都市局
都市計画課

29
｢やってみよう
よまちづくり｣
支援制度

地域の特性と意向を踏まえた住みよいまちづくりを進めるため、
市民自らが地域において行うまちづくり活動等に対し、専門的知
識を有する人材を派遣した。
根拠要綱等：やってみようよまちづくり支援制度要綱

平成14年度

公開講座1回
（2人）
ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ派
遣14回

町内自治
会
まちづく
り団体

480
都市局
まちづくり推進課

30
千葉都心地区
活性化事業補
助

千葉都心地区の活性化のため、千葉都心地区で開催する市民主体
のイベント活動に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：千葉市千葉都心地区活性化事業補助金交付要綱

平成24年度 1団体 市民団体 120
都市局
まちづくり推進課

31
市民緑地維持
管理活動

市民緑地を良好な状態に保全するため、地域住民が行う清掃、草
刈、中低木の剪定等に対し、ごみの回収、報償金の交付を行っ
た。
根拠要綱等：市民緑地設置事業実施要綱、市民緑地の維持管理に
関する協定

平成18年度 20団体
市民緑地
維持管理
団体

6,218
都市局
緑政課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

32
緑化推進協議
会事業

緑豊かな街づくりを推進するため、都市緑地法に基づく緑地協定
を結んだ地域及び、本協議会の目的に賛同した地域により構成さ
れる協議会が実施する、樹木診断、園芸講習会等に対し、事務局
として運営の諸事務を代行するとともに、補助金を交付した。
根拠要綱等：緑化推進協議会事業補助金交付要綱

昭和53年度 55団体
地域の代
表者

93
都市局
緑政課

33
花いっぱい市
民活動推進事
業

花のあふれるまちづくりを推進するため、露地やプランター、街
路樹桝で花壇づくりを行う市民団体に対して、花苗の配布を行っ
た。

平成15年度

442団体
1回目  5
月、2回目
11月

町内自治
会、ボラ
ンティア
団体　等

9,030
都市局
緑政課

34
ちばし道路サ
ポート制度

地域と市の協働体制を確立し、身近な道路の適正利用や地域の活
性化を図るため、これまで市が行ってきた道路清掃・除草等を行
う市民団体等に対し、活動に必要な物品の貸与・支給を行った。
根拠要綱等：ちばし道路サポート制度実施要領

平成26年度 12団体
市民団体
等

892
建設局
維持管理課

35

中央区自主企
画事業
地域活性化支
援

地域活性化を図るために、区民が主体となって地域の活性化及び
地域における課題解決等を行う活動に対して、その活動経費を助
成した。

平成25年度 9団体
社会福祉
協議会等

2,389
中央区役所
地域振興課

36

中央区自主企
画事業
防犯ウォーキ
ング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォー
キングや犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを
実施する区民に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与し
た。

平成18年度
登録者数
2,237人

中央区在
住の市民

120
中央区役所
地域振興課

37

花見川区自主
企画事業
地域活性化支
援

地域活性化を図るために、区民が主体となって地域の活性化及び
地域における課題解決等を行う活動に対して、その活動経費を助
成した。

平成25年度 14団体
地域活動
団体

3,422
花見川区役所
地域振興課

38

花見川区自主
企画事業
地域主体型防
災訓練

災害時の対応力や地域防災力の向上を図るため、地域住民が主体
となって企画から運営までを行う防災訓練に対して、会場の設営
などの支援を行った。

平成22年度
8月実施
参加者数
384人

柏井小学
校、畑小
学校及び
その周辺
地区

0
花見川区役所
地域振興課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

39

花見川区自主
企画事業
防犯ウォーキ
ング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォー
キングや犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを
実施する区民に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与し
た。

平成18年度
登録者数
1,941人

区内在
住、在勤
の個人

485
花見川区役所
地域振興課

40

稲毛区自主企
画事業
地域活性化支
援

地域活性化を図るために、区民が主体となって、地域の活性化及
び地域における課題解決等を行う活動に対して、必要な経費を助
成した。

平成25年度 8団体 市民団体 2,029
稲毛区役所
地域振興課

41

稲毛区自主企
画事業
防犯ウォーキ
ング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォー
キングや犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを
実施する区民に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与し
た。

平成18年度
登録者数
1,990人

個人 176
稲毛区役所
地域振興課

42

若葉区自主企
画事業
地域活性化支
援

地域活性化を図るために、区民が主体となって地域の活性化及び
地域における課題解決等を行う活動に対して、その活動経費を助
成した。

平成25年度 21団体

町内自治
会、ボラ
ンティア
団体等

2,277
若葉区役所
地域振興課

43

若葉区自主企
画事業
花のあふれる
まちづくり

花の維持管理を地域の協力により実施するため、若葉区内各地区
に対して、花苗の配布を行うとともに、若葉区民を対象に、講師
を招き実技を含む講義を実施した。

①花苗配布
平成14年度
②花づくり

教室
平成16年度

①1,800ポッ
ト配付
②年2回開
催、52名参
加

町内自治
会、ボラ
ンティア

①194
②144

若葉区役所
地域振興課

44

若葉区自主企
画事業
防犯ウォーキ
ング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォー
キングや犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを
実施する区民に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与し
た。

平成18年度
登録者数
2,042人

ボラン
ティア

141
若葉区役所
地域振興課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

45

緑区自主企画
事業
地域活性化支
援

地域活性化を図るために、区民が主体となって地域の活性化及び
地域における課題解決等を行う活動に対して、その活動経費を助
成した。

平成25年度 13団体

町内自治
会、ボラ
ンティア
団体、市
民活動団
体等

1,940
緑区役所
地域振興課

46

緑区自主企画
事業
防犯ウォーキ
ング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォー
キングや犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを
実施する区民に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与し
た。

平成18年度
登録者数
1,537人

区民 81
緑区役所
地域振興課

47

緑区自主企画
事業
チューリップ
まつり

区民相互の交流・ふれあいによる地域の活性化と区民意識の醸成
を図るため、区民主体による花に関連したイベントの開催を行う
実行委員会へ補助金を交付した。

平成16年度
来場者数
6,000人

ふれあい
広場　野
馬の里委
員会

608
緑区役所
地域振興課

48

美浜区自主企
画事業
地域活性化支
援

地域活性化を図るために、区民が主体となって地域の活性化及び
地域における課題解決等を行う活動に対して、その活動経費を助
成した。

平成25年度 9団体

町内自治
会、ＮＰ
Ｏ法人、
ボラン
ティア団
体等

3,534
美浜区役所
地域振興課

49

美浜区自主企
画事業
花のあふれる
まちづくり

花のあふれるまちづくりを区民主体で推進するため、老人クラブ
連合会に対し、ＪＲ検見川浜駅他に設置したバラアーチ・ローズ
タワーの維持管理に係る講習会を実施した。また、維持管理に必
要な消耗品を提供した。

平成14年度 通年
老人クラ
ブ連合会

76
美浜区役所
地域振興課

50

美浜区自主企
画事業
防犯ウォーキ
ング

地域の防犯力の強化、及び犯罪の抑止を図るため、日頃のウォー
キングや犬の散歩時などに、ボランティアで防犯ウォーキングを
実施する区民に対して、ウォーキング時に着用する物品を貸与し
た。

平成18年度
登録者数
1,846人

18歳以上
の区民

75
美浜区役所
地域振興課

51
学校セーフ
ティウォッチ
事業

子どもたちの安全確保に取り組むため、登下校の見守りや巡回の
活動を行う市民(学校セーフティウォッチャー)に対し、腕章の配
布、講習会の開催等を行うほか、スクールガード・アドバイザー
が巡回して助言や情報提供等を行った。

平成17年度
登録者数
26,855人

保護者
地域協力
者等

910
教育委員会
学事課
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事業の実績 協働相手
市事業費
（千円）

番
号

項　目 概　　　要
協働の

開始年度
所管課

52
指定文化財補
助事業

文化財の適正な保存管理とその活用を図るため、市内の指定文化
財の管理や保存整備(草刈、清掃、火災報知器定期点検)を行う文
化財所有者に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：文化財保護事業補助金交付要綱

昭和60年度 1人、3団体
文化財所
有者

154
教育委員会
文化財課

53
郷土芸能保護
事業

郷土芸能を継承するため、団体が市民を募集して後継者を養成す
る事業や、団体が行う用具の補修に対し、補助金を交付した。
根拠要綱等：社会教育関係団体事業補助金交付要綱

昭和55年度
1団体
（約200人）

郷土芸能
継承者団
体

346
教育委員会
文化財課

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・落書き消去支援

・地球温暖化防止アドバイザー

※実施計画に掲載した下記の項目については事業の内容が「事業協力」に該当するため、そちらに掲載させていただきました。

・里山の保全推進事業・市有林整備事業

・稲毛区自主企画事業　セーフティマップ

・緑区自主企画事業　緑区ふるさとまつり

・若葉区自主企画事業　まちづくりに対する意識向上

・若葉区自主企画事業　若葉区の魅力伝承

・若葉区自主企画事業　若葉区民まつり

・中央区自主企画事業　中央区ふるさとまつり

・中央区自主企画事業　ガーデニングボランティア

・中央区自主企画事業　中央区防災マップ作成事業

・花見川区自主企画事業　花見川区民まつり

・稲毛区自主企画事業　稲毛区民まつり
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1 市民1万人アンケート
政策評価中間評価の成果指標の現状値を把握するため、市民１万
人を対象に、日頃の生活で感じていることやまちづくりに関する
意見などを尋ねるアンケート調査を実施した。

1月 10,000 3,811 38.3
総合政策局
政策企画課

2

幕張新都心におけるIR（統
合型リゾート）導入可能性調
査の結果に関する市民報告
会

幕張新都心におけるＩＲ導入可能性について検討するため、諸外
国の事例を参考に、立地可能性や導入による社会的・経済的影響
等の調査等を行い、その結果を報告するとともに、意見を聴くた
め、市民報告会を開催した。

1月 ― 80 ―
総合政策局
政策企画課
幕張新都心室

3
文化芸術振興計画策定のた
めの市民意識・実態調査

新計画策定に向けた基礎資料とするため、文化施策ニーズ等に関
する意識調査等を実施した。

10～11月頃
(順次)

2,000 675 33.8
市民局
文化振興課

4
男女共同参画に関する市
民意識・実態調査

今後の具体的施策の基礎資料とするため、男女共同参画に関する
市民の意識と実態を調査した（配偶者等における暴力に関する調
査）。
対象：20歳以上の市内在住者3,000人（男女各1,500人）

9月 3,000 1,036 34.5
市民局
男女共同参画課

5
中央区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案
などを施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行っ
た。
対象：地域別対話会３回（星久喜、椿森、末広）
　　　テーマ別対話会１回（活性化支援事業による補助対象団
体）

1～3月
―

45
（参加者

数）
―

中央区役所
地域振興課

6
花見川区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案
などを施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行っ
た。
対象：町内自治会や社協、民児協、介護事業者などの代表者

1月 ―
50

（参加者
数）

―
花見川区役所
地域振興課

7
稲毛区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案
などを施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行っ
た。
対象：大学生、地域活性化支援事業補助金交付団体

10月
3月

―
44

（参加者
数）

―
稲毛区役所
地域振興課

対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）

３　市民の意向の把握

番
号

概　　　要
実施
時期

項　目

　市政に関する課題を分析・整理し、新たな施策の策定等に役立てるため、市政全般や行政各分野に関する市民の意向（市民が持っ
ている認識・評価・期待など）や市民の考え方の傾向を把握するものです。

所管課
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対象者数
（人）

回答者数
（人）

回答率
（％）

番
号

概　　　要
実施
時期

項　目 所管課

8
若葉区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案
などを施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行っ
た。
対象：学生、ボランティア、地区連協会長

9月
1月

―
25

（参加者
数）

―
若葉区役所
地域振興課

9
緑区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案
などを施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行っ
た。
対象：中学生、町内自治会関係者

9月
2月

―
32

（参加者
数）

―
緑区役所
地域振興課

10
美浜区自主企画事業
区民対話会

市政・区政に関する情報を発信するとともに、区民の意見や提案
などを施策に反映していくために、区長が直接区民と対話を行っ
た。
対象：区民

7月
9月
11月(2回)
1月(2回)
2月
3月(2回)

―
207

(参加者
数)

―
美浜区役所
地域振興課
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1 防災リーダー研修会
住民の防災意識向上のため、防災に関する専門家の講演会を実
施した。
対象：防災に関心のある市民

平成元年度 3月 1 900
総務局
防災対策課

2
千葉県災害対策コーディ
ネーター養成講座

地域に密着した自主防災組織、ボランティア、NPO等の協力を
得て各組織を取り纏めるとともに、他の組織や行政関係機関と
の連絡調整役を担う災害対策コーディネーターを養成するため
に、養成講座を開催した。
対象：防災に関心がある方

平成26年度 1月 1 55
総務局
防災対策課

3 防災ライセンス制度

自助・共助による地域の防災力の向上を図るため、防災・減災
に必要な知識や技術を持ったリーダーを養成する講習会を開催
した。
対象：防災に関心がある方

平成26年度 10～12月 3 262
総務局
防災対策課

4
職員研修「市民主体の
まちづくり」

市民ニーズが複雑・多様化する中、市民視点で地域の課題に取
り組むことが必要であることから、市の取組事例等を通して、
市民参加と協働の基本的な考え方を学ぶため、職員研修を実施
した。
対象：新規採用職員、新規経験者採用職員、新規採用技能員

平成22年度 4月 1 180
総務局
人材育成課

5 職員研修「地域参加」

市民ニーズが複雑・多様化する中、市民視点で地域の課題に取
り組むことが必要であることから、係長級職員として、職員一
人ひとりが地域活動の担い手であるとの認識を高めるため、職
員研修を実施した。
対象：４級昇格直後の職員

平成25年度 4月 1 122
総務局
人材育成課

6
職員研修「協働コー
ディネート力養成研
修」

地域の様々な資源（人・企業・団体など）を連携させながら、
それぞれに適した活躍の場を提供していくために必要なコー
ディネート力について学習するとともに、具体的手法を習得す
るため、職員研修を実施した。
対象：希望する職員

平成23年度 12月 2 53
総務局
人材育成課

開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

所管課

　市民参加・協働を着実に推進するため、市民と職員の意識向上と人材の育成に取り組むものです。

４　市民と職員の意識向上と人材育成
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開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

所管課

7
職員研修「ファシリ
テーション研修」

ファシリテーションの基礎を学び、会議等の場面で参加者の主
体性と相互作用を引き出し、議論を円滑に進め、合意形成へ導
くための具体的手法を習得するため、職員研修を実施した。
対象：希望する職員

平成23年度 11月 1 34
総務局
人材育成課

8
夜間講座「オープンガバメ
ントと市民が行動する新
しいまちづくり」

オープンデータの推進など、市民や企業のまちづくりへの主体
的な参画を促す取り組みが始まっていることから、オープンガ
バメントが目指すものや、市民が行動する新しいまちづくりの
形について学ぶため、夜間講座を実施した。
対象：希望する職員

平成26年度 8月 1 43
総務局
人材育成課

9
夜間講座「オープンデータ
で行政課題を解決しよう」

国内でオープンデータの取組みが加速度的に進んでいることか
ら、市が保有するデータを活用し、行政課題の解決に役立つア
プリケーションのアイデア等を考えるため、夜間講座を実施し
た。
対象：希望する職員

平成26年度 9月 1 20
総務局
人材育成課

10
ファシリテーター養成
講座

公共の課題を解決する会議等の場において、参加者の意見や持
ち味を最大限に引き出し、多様な意見をまとめ、合意形成に導
くことができる人（ファシリテーター）を養成するため、講座
を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者、市内で地域活動を行っている
方または行う予定の方

平成20年度 1～2月
1

（2回）
69

市民局
市民自治推進課

11
地域安全まちづくり講
座

地域防犯活動のリーダーを養成するため、防犯に関する専門
的・実践的な講座を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成18年度 10月 1 87
市民局
地域安全課

12
防犯パトロール隊交流
会

団体相互の連携、隊員の防犯意識の向上、防犯パトロール活動
の活性化等を図るため、地域において防犯パトロール活動を実
施している各団体が一堂に会しての交流を行った。また、「千
葉市防犯パトロール隊表彰要綱」に基づく表彰を行った。
対象：防犯パトロール隊代表者及び隊員

平成17年度 7月 1 219
市民局
地域安全課
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開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

所管課

13 自転車安全利用講習会

自転車利用者に対し、交通ルールなどの遵守を促すため、自転
車安全利用講習会を開催した。また、講習会の参加者に対し、
地域における自転車の安全利用の普及などについて貢献を促し
た。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成25年度 10～11月 12 403
市民局
地域安全課

14
男女共同参画センター
地域活動支援講座(人材
育成講座)

男女共同参画センターにおいて、グループの活性化や人材の育
成につなげるため、講座(託児ボランティアフォローアップ講
座、ファシリテーター養成講座、市民企画講座、ＤＶ被害者支
援養成講座、防災講座＆ワークショップ、フォーラム実施講
座)を開催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成12年度 5～3月 9 337
市民局
男女共同参画課

15 ブックスタート研修会

4か月児健康診査において絵本の読み聞かせを行い、絵本を渡
すブックスタートを行う人材を育成するため、読み聞かせの方
法等を学ぶ研修会を開催した。
対象：えほんボランティア養成講座を受講した方、図書館が育
成した地域おはなしボランティア

平成22年度 2月 1 73
保健福祉局
健康支援課

16
食生活改善推進員養成
講座

食を通して地域の健康づくりの活動を行う人材を育成するた
め、地区組織活動や健康に関する講義及び調理実習等を内容と
する講座を開催した。
対象：受講修了後に食生活改善推進員として活動できる市民

昭和61年度 9～2月
1

（6回）
27

保健福祉局
健康支援課

17
ヘルスサポーター養成
教室

健康づくりのための運動を自ら実践し、地域で運動を継続して
いく自主グループをつくるリーダーを養成するため、教室を開
催した。
対象：受講終了後、地域で自主的に活動できる市民

平成24年度 5～3月 54 618
保健福祉局
健康支援課

18
ことぶき大学校（ボラ
ンティア実践コース、
創造活動コース）

ことぶき大学校において、ボランティア人材の育成や地域貢献
活動への意識向上につなげるため、講座（ボランティア実践
コース：福祉健康・園芸学科、創造活動コース：美術・陶芸学
科）を開催した。
対象：50歳以上の市内在住者

平成23年度 4～3月 7 144
保健福祉局
高齢福祉課

19
点訳ボランティア養成
講座

視覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報活動
の支援者として活動できる人材を育成するため、点訳に必要な
技術等の習得を目的とする養成講座を開催した。
対象：市内在住者

平成5年度 5～3月
1

(20回)
10

保健福祉局
障害者自立支援課
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開始年度
番
号

項　目 概　　　要
実施
時期

講座数
（講座）

参加者数
（人）

所管課

20
朗読ボランティア養成
講座

視覚障害者との交流活動の促進を図るとともに、市の広報活動
の支援者として活動できる人材を育成するため、朗読に必要な
技術等の習得を目的とする養成講座を開催した。
対象：市内在住者

平成5年度 5～3月
1

(20回)
10

保健福祉局
障害者自立支援課

21
精神保健福祉ボラン
ティア入門講座

精神保健福祉ボランティアとして活動できる人材を育成するた
め、精神疾患について基礎的な知識の習得を目的とする入門講
座を開催した。
対象：ボランティア活動に興味がある市民

平成13年度 6月 1 120
保健福祉局
こころの健康セン
ター

22
精神保健福祉フォロー
アップ講座

精神保健福祉ボランティアとして活動できる人材を育成するた
め、ボランティア活動体験を含むフォローアップ講座を開催し
た。
対象：精神保健福祉ボランティア入門講座を受講した市民

平成13年度 9月 1 108
保健福祉局
こころの健康セン
ター

23
精神保健福祉ボラン
ティアサポート講座

精神保健福祉ボランティア活動を継続して行うことができるよ
うにするためグループワークを含むサポート講座を開催した。
対象：精神保健福祉ボランティアとして活動している市民、精
神保健福祉ボランティア入門講座を受講した市民

平成19年度 11月 1 7
保健福祉局
こころの健康セン
ター

24
自然保護ボランティア
育成講座

自然環境の保全再生、動植物に関する調査を率先して行える指
導者や実践者を育成するため、必要な知識や方法を習得するこ
とを目的とした講座を開催した。
対象：自然環境の保全・再生に関心のある市民

平成14年度 1～2月 5 3
環境局
環境保全課

25
生ごみ資源化アドバイ
ザー養成講座

生ごみ減量及び資源化活動に対する助言、技術指導等を行う｢
生ごみ資源化アドバイザー｣を養成するため、講座を開催し
た。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成17年度 3月
1

（2回）
28

環境局
廃棄物対策課

26
森林ボランティア技術
研修

森林の保全整備を行う森林ボランティアを養成するため、必要
な知識・技術の習得を目的とした技術研修を開催した。
対象：市内在住・在学・在勤者

平成12年度 3月 1 12
経済農政局
農業経営支援課
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講座数
（講座）

参加者数
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所管課

27
森林ボランティア安全
研修

森林内作業の安全を図り、ボランティアによる森林の保全、管
理を推進するため、林業機械の実習やリスクアセスメントに関
する講義を内容とする安全研修を開催した。
対象：森林ボランティア団体

平成16年度 7月 1 18
経済農政局
農業経営支援課

28 農業ボランティア制度

農業従事希望者が、農作業をスムーズに行うことができるよう
にするため、農業の基礎知識・技術の習得を目的とした研修を
開催した。
対象：市内在住者

平成24年度 6～7月 2 29
経済農政局
農業経営支援課

29
森林ボランティア推進
事業

里山の有する公益的機能の維持増進を図り、市民の里山に対す
る理解と関心を深め、森林ボランティア活動が促進されるよう
にするため、技術研修会及び安全研修会を実施した。
対象：里山活動を行うボランティア団体

平成18年度 通年 2 30
経済農政局
農業経営支援課

30
緑と花の地域リーダー
養成講座

市民自らが意欲的に｢緑と花の地域リーダー｣として活動するた
め、｢入門編｣と｢応用・実践編｣に分けて、必要な事項を２か年
かけて学ぶ講座を実施した。
対象：緑や花に関連する地域活動に興味があり、講座に全回出
席できる市内在住者

平成14年度

12～2月
(入門編)
5～7月
(応用実践
編)

10回
(入門編)

10回
(応用実践

編)

9
都市局
緑政課

31
動物公園ボランティア
育成事業

来園者の満足度と動物に対する関心の向上のために、ボラン
ティアが自主的に活動できるよう、動物公園の案内や動物の解
説等を行うのに必要な知識の習得を目的とした講習を行った。
対象：動物公園ボランティア

平成25年度 通年 1 42
都市局
動物公園

32 地域リーダー研修

地域活動のリーダーを養成するため、主に町内自治会役員に対
して、町内自治会に関係する区地域振興課の事業についての説
明や、町内自治会の活動事例の紹介を行った。
対象：町内自治会役員

平成24年度
9月
2月

2 55
中央区地域振興課
地域づくり支援室

33
避難所運営委員会育成
事業

災害時に避難所を迅速に開設し、円滑に運営するため、避難所
運営委員会委員を対象とした研修会を開催した。
対象：避難所運営委員会委員

平成26年度 6月 1 83
緑区役所
地域振興課
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34 応急手当普及員講習

防災組織等において応急手当の指導を行うことができる人材を
養成するため、必要な指導技法や実技技能の習得を目的とする
講習を開催する。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成10年度
6月
7月
11月

3 53
消防局
救急課

35
応急手当インストラク
ター講習

市民対象の救命講習会において指導を行うことができる人材を
養成するため、指導員として必要な指導技法や実技技能の習得
を目的とする講習を開催した。
対象：応急手当普及員の有資格者

平成23年度
8月
12月

2 11
消防局
救急課

36
生涯学習センター指導
者養成事業

生涯学習センターにおいて、指導者の養成を図るため、生涯学
習指導者養成研修や生涯学習コーディネーター養成講座等を開
催した。
対象：市内在住・在勤・在学者

平成13年度 随時 17 568
教育委員会
生涯学習振興課

37
郷土博物館展示解説ボ
ランティア養成講座

郷土博物館の展示解説を行うボランティアの養成のため、必要
な知識の習得を目的とした講座を開催した。
対象：18歳以上の市内在住・在勤・在学者

平成15年度 6～1月 6 53
教育委員会
郷土博物館

※実施計画に掲載した下記の項目については実施しませんでした。

・加曽利貝塚解説ボランティア養成講座
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